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へ

…
山
爆
絆
議
難
鋤
樋
脇
謡
難
論
一
鞭
麗
艶
靹
嘱
）
麹
錺
礫
群
建
謳
無
難
牝
聾
灘
織
辮
麺
観
麺
議
論

…轍

M
輪
講
難
鵬
鱗
縣
欝
欝
辮
扁
鱗
繕
鰍
棚
騨
羅
韓
鞭
編
綴
轍

…　
山
業
の
専
業
門
訴
溺
が
琶
に
形
成
せ
ら
れ
、
全
国
昏
地
よ
り
集
中
し
た
。
ま
た
三
都
を
は
じ
め
伊
勢
・
近
江
・
北
面
諸
国
等
よ
り
商
人
・
職
人
が
集
ま
り
、
関

　
ヶ
原
役
以
来
の
浪
入
の
集
中
も
多
か
っ
た
。
浪
人
中
よ
り
山
師
や
地
役
入
と
な
る
も
の
が
少
く
な
い
の
は
注
冒
さ
れ
る
。
銀
山
の
興
隆
に
よ
り
、
近
傍
農
村
は

レ

簗
畿
灘
諮
難
燃
融
継
鶴
ボ
馳
細
礁
購
殆
が
穣
然
．
、
塑
急
激
に
成
立
紮
奪
た
浮
動
約
な
生
碑
臨
条
件
に
よ
り
享
兄

厳
駕
章
　
銀
山
領
有
の
機
構
（
三
四
の
四
所
載
）

第
二
章
　
生
産
の
形
態
と
組
織
（
三
六
の
一
所
載
）

第
三
輩
　
銀
生
産
の
動
向

　
一
、
稼
行
坑
と
そ
の
推
移

　
ご
、
運
上
諸
役
。
御
払
鉛
の
趨
勢
（
以
上
三
七
の
四
所
載
）

　
三
、
幕
府
運
上
、
申
後
期
銀
山
の
概
観
（
以
下
本
号
）

第
四
章
　
銀
山
　
町
の
構
成

　
一
、
鰐
の
成
立

四
　li ｝　　N

町
制

商
業
、
金
磁

銀
山
と
院
内
・
小
野
・
横
堀

三
　
幕
府
羅
上
、
中
後
期
銀
山
の
概
観

　
徳
川
幕
府
の
鉱
出
政
策
に
よ
っ
て
、
藩
領
内
の
鉱
山
採
掘
竜
幕
府

か
ら
許
可
を
一
得
て
、
そ
の
運
上
分
は
幕
府
へ
献
納
し
、
幕
府
は
あ
ら
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た
め
て
そ
れ
を
藩
へ
返
附
す
る
こ
と
が
普
通
に
行
わ
れ
た
。
近
世
初

期
の
金
銀
山
の
隆
盛
期
に
は
、
と
く
に
一
般
に
実
施
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
秋
田
藩
の
金
銀
山
か
ら
の
幕
府
献
納
…
に
つ
い
て
、
至
宝
要
録

に
、
闇
歩
運
上
を
は
じ
め
諸
役
と
屯
に
江
戸
へ
上
納
し
た
が
、
酒
鮨
・

米
小
売
役
・
炭
竈
役
は
上
納
せ
ず
、
米
鉛
丹
代
銀
も
同
様
で
あ
る
と

記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
藩
領
産
の
米
や
樹
木
に
関
わ
る

竜
の
ぞ
あ
る
か
ら
と
い
う
。
政
景
日
記
に
、
幕
府
献
納
の
運
上
諸
役

の
内
容
を
巨
細
に
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
元
和
四
年
度
分

献
納
の
中
、
院
内
銀
山
分
に
つ
い
て
「
緊
緊
・
穴
ず
り
・
戸
さ
ぎ
諸

役
」
、
莞
川
縁
山
分
に
つ
い
て
「
聞
歩
・
地
子
・
傾
城
・
入
役
」
と

記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
若
干
の
役
を
摘
録
し
た
の
で
、
献

納
の
運
上
諸
役
の
内
容
は
そ
れ
だ
け
で
あ
っ
た
わ
け
で
な
い
。

　
院
内
二
尊
か
ら
の
幕
府
献
納
に
つ
い
て
、
佐
竹
氏
記
録
。
秋
藩
紀

年
・
羽
陰
継
竿
等
は
、
い
ず
れ
も
慶
長
十
ご
年
に
は
じ
ま
る
と
し
て

い
る
。
銀
山
の
稼
行
が
同
年
に
創
っ
た
こ
と
は
事
実
．
て
あ
る
が
、
献

納
は
翌
年
春
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
実
際
に
よ
っ
て
も
知

　
　
④

ら
れ
る
。
日
崎
秀
満
撰
の
秋
田
国
事
要
録
に
は
、
慶
長
十
五
年
正
月

「
御
領
内
金
銀
山
♂
御
運
上
駿
府
民
拾
壱
箱
被
謹
上
、
御
使
者
羽
石

内
記
高
道
」
と
あ
る
。
金
山
よ
り
の
献
納
は
、
岡
十
九
年
春
に
、
前
猛
、

度
銀
山
分
と
併
せ
て
、
佐
竹
氏
入
部
以
来
の
分
を
一
臆
し
て
行
っ
て

い
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
為
さ
れ
た
筈
は
な
い
。
拾
壱
箱
と
い
う
の

は
、
多
分
銀
十
貫
入
の
歩
数
を
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
幕
府

献
納
の
容
子
は
、
十
九
年
春
に
は
政
景
象
ら
使
者
と
な
り
駿
府
へ
到

っ
て
、
事
に
当
っ
た
か
ら
詳
細
に
日
記
に
留
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
十
八
年
度
の
銀
山
の
運
上
諸
役
は
、
二
六
三
、
四
一
二
一
匁
一

で
、
そ
の
内
二
〇
〇
貫
を
実
際
の
献
納
に
あ
て
、
こ
れ
は
院
内
・
三

川
・
畑
の
分
で
あ
る
。
金
山
の
方
は
、
　
一
〇
〇
放
で
、
早
口
・
大

葛
。
杉
沢
・
檜
内
・
赤
沢
の
五
ケ
所
の
分
で
、
こ
れ
に
二
枚
を
加
え

て
、
佐
竹
氏
入
部
以
来
の
も
の
を
一
意
し
た
も
の
で
あ
る
。
銀
は
灰

吹
銀
ぞ
目
方
は
山
賎
で
あ
り
、
駿
府
に
お
い
て
の
秤
量
は
京
目
を
以

て
す
る
か
ら
、
一
割
二
分
禺
ぞ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
一
箱
十

貫
は
、
京
同
を
以
て
量
れ
ば
十
一
貫
二
百
以
上
あ
る
を
要
す
る
。
金

一
〇
〇
放
は
南
部
金
或
い
は
白
根
湊
封
付
と
も
記
し
て
い
て
、
南
部

領
白
根
山
山
玉
金
（
謝
金
）
の
晶
位
で
湊
国
の
封
付
と
い
う
意
思
で

あ
り
、
　
一
放
は
四
〇
匁
八
で
あ
っ
て
、
　
一
種
の
濁
忍
目
ぞ
あ
る
。
別

に
加
え
た
二
等
の
内
、
　
一
放
は
杉
沢
吹
目
で
雪
目
、
　
一
枚
は
櫓
…
内
の

砂
金
で
山
羊
、
と
も
に
四
四
匁
ぞ
南
部
金
な
み
に
吹
け
ば
三
七
匁
八

と
な
る
と
い
う
。
金
銀
出
に
つ
い
て
駿
府
に
お
け
る
口
上
の
心
得
を
、
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銀蛋塵の動向、銀山町の構戒（小葉田）

藩
主
義
宣
及
び
藩
老
渋
江
内
膳
か
ら
与
え
ら
れ
、
ご
月
政
景
は
駿
府

へ
赴
き
、
金
舶
銀
山
∀
て
れ
そ
れ
の
目
［
録
一
紙
を
添
え
て
上
鞍
脚
の
手
続
き

を
し
た
。
そ
の
目
上
の
心
得
の
中
に
「
芸
年
之
儀
ハ
あ
と
あ
と
よ
り

竜
猶
以
山
も
あ
し
く
罷
些
些
、
御
運
上
銀
再
調
不
申
」
と
あ
っ
て
、

以
前
の
献
納
分
が
無
量
磐
多
か
っ
た
の
で
あ
㌔
町
艇

正
、
一
〇
。

・
正
、
八

　
十
九
年
（
十
八
年
度
分
）
以
来
の
幕
府
運
上
（
献
納
）
の
高
を
、

銀
山
の
部
に
つ
い
て
政
景
日
記
よ
り
摘
録
し
よ
う
（
二
二
頁
）
。
（
　
）

内
は
藩
の
運
上
諸
役
帳
に
記
載
さ
れ
た
高
で
、
多
少
の
未
進
も
あ
る
。

実
際
の
幕
府
運
上
は
、
こ
れ
を
多
少
加
減
し
て
納
め
る
。
　
「
皆
診
た

し
め
の
金
銀
ハ
や
か
た
様
御
手
前
の
御
か
ね
二
御
座
峰
、
御
公
儀
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
家
康
）

被
納
置
捧
と
て
は
し
た
ハ
見
苦
楽
協
・
田
、
御
意
被
成
、
古
相
国
警
世

御
代
鍮
叢
書
璽
ハ
ぎ
あ
る
の
は
、
だ
の
藩
を
説
明
し
て

い
る
。
な
お
運
上
は
灰
吹
銀
で
由
目
で
あ
る
。

　
以
上
の
幕
府
運
上
の
基
礎
と
な
っ
た
運
上
諸
役
に
は
、
払
蒼
鉛
代

銀
が
含
ま
れ
ぬ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
山
方
役
や
米
小
売
役

電
除
か
れ
る
。
し
か
し
そ
の
高
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
慶
長
年
代
に
比

し
元
和
以
後
は
減
少
し
、
元
和
中
で
は
三
、
四
、
五
年
が
甚
し
く
、

山ハ

N
よ
り
や
・
や
描
欄
抽
岬
L
μ
ら
凡
げ
か
、
　
寛
・
氷
四
。
五
年
か
溌
り
は
一
層
隷
撒
退
し

て
い
る
。
し
か
も
八
森
・
新
城
等
の
鞍
懸
ハ
の
銀
山
が
、
か
な
り
栄
え

た
の
ぞ
、
院
内
の
高
の
低
下
は
そ
れ
だ
け
著
し
く
な
る
の
で
あ
る
9

幕
府
運
上
は
、
そ
の
都
度
に
秋
田
藩
へ
返
附
せ
ら
れ
た
の
ぞ
、
政
景

日
記
に
も
初
め
の
う
ち
は
そ
れ
を
記
し
て
お
り
、
元
漁
六
年
九
月
晦

日
の
条
に
も
「
去
年
迄
ハ
将
軍
様
よ
り
御
秤
領
被
成
泳
」
と
あ
る
。

し
か
し
以
後
も
同
様
ぞ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
寛
永
三
年
三

月
十
三
日
の
条
に
「
自
大
御
所
様
表
年
之
御
運
上
金
銀
拾
三
赦
銀
子

百
六
拾
貫
目
御
拝
領
」
と
あ
る
。

　
寛
永
以
後
の
幕
府
運
上
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
寛
保
元
年
江
戸
の

御
勘
定
所
か
ら
秋
田
銀
山
の
開
坑
の
由
来
、
運
上
の
創
始
と
増
減
の

次
第
等
を
問
合
わ
せ
て
き
た
の
で
、
秋
田
で
は
藩
老
以
下
協
議
し
て

藩
の
御
納
戸
か
ら
幕
府
役
人
の
運
上
受
取
手
形
を
取
寄
せ
て
調
査
し

た
。
加
見
文
五
年
か
ら
享
保
十
年
ま
で
の
分
は
（
妊
宝
三
年
分
は
失
わ

れ
て
い
た
）
御
納
戸
へ
返
納
し
、
享
保
十
年
後
の
分
は
江
戸
吟
味
役

所
掛
へ
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
。
か
く
て
四
月
に
江
戸
御
留
守
居
布

施
薪
助
の
名
で
勘
定
所
へ
園
眠
し
た
覚
書
に
「
院
内
銀
由
ハ
慶
長
磁
、

中
、
畑
銀
田
ハ
寛
永
単
襲
よ
り
逮
上
指
上
峰
者
、
年
久
無
事
二
而
当
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銀生産の動向、銀山町の櫛繊（／」・葉岡）

表
ニ
チ
ハ
書
物
等
類
焼
五
節
焼
失
野
望
故
相
知
建
軍
怖
、
宝
永
之
頃

よ
妙
只
今
ま
で
院
内
運
上
銀
壱
貫
四
百
湿
潤
運
上
銀
百
弐
拾
目
都
合

噛
貫
五
百
弐
拾
目
年
々
指
上
来
怖
、
其
以
前
難
儀
得
と
根
知
兼
可
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
奉
存
峰
得
と
も
承
芝
之
桑
津
遣
、
追
而
、
解
答
可
申
上
泳
」
と
あ
る
。

　
宝
永
以
前
の
銀
山
分
の
幕
府
運
上
の
例
を
求
め
る
と
、
後
藤
祐
道

晶
慶
安
葦
膏
吉
の
餐
、
卯
年
構
分
の
仙
北
密
銀
山

御
蓮
上
奉
納
覚
を
載
せ
て
い
る
が
、
合
一
四
、
六
四
二
匁
〇
五
知
囎
、

銀
内
、
院
内
七
、
三
七
一
匁
ご
五
。
阿
仁
三
、
コ
ご
一
〇
匁
・
増
田
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

内
肴
沢
九
〇
匁
八
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
梅
津
忠
宴
日
記
に

よ
れ
げ
m
、
延
宝
二
年
分
け
凹
院
内
一
、
　
一
五
〇
・
匁
・
…
畑
一
〇
〇
・
匁
．
山
ハ

五
・
薪
補
殊
一
〇
・
匁
、
　
レ
貝
育
τ
兀
年
掛
は
院
内
口
八
○
・
匁
二
・
畑
一
六
一
’
匁

六
、
貞
享
三
年
分
は
院
内
七
九
匁
、
畑
ご
9
匁
欝
競
綴
饗

　
　
⑤

と
あ
る
σ

　
宝
永
以
後
は
院
・
内
分
一
、
四
〇
〇
匁
・
畑
分
一
二
〇
匁
の
定
高
運

上
と
な
っ
た
が
、
妊
享
二
年
に
至
り
畑
銀
山
は
蹴
銀
全
く
な
い
と
い

う
理
由
で
明
年
分
よ
り
運
上
を
申
止
し
院
内
分
の
み
と
な
っ
た
。
宝

暦
四
年
再
び
御
勘
定
所
よ
り
院
内
銀
山
運
上
銀
年
々
増
減
、
定
数
の

極
ま
れ
る
年
等
の
問
合
せ
あ
り
、
江
戸
御
留
守
居
田
崎
忠
四
郎
よ
り

の
園
答
に
「
先
年
ハ
領
内
銀
山
数
ケ
所
在
之
、
運
上
銀
年
々
指
上
峰

由
申
伝
捧
処
、
銀
山
段
女
衰
微
仕
、
ロ
ハ
今
院
内
銀
山
よ
り
運
上
指
上

申
峰
、
右
髪
剃
者
余
程
以
前
よ
り
相
衰
、
普
請
出
西
霞
成
、
右
講
由

師
運
上
指
出
峰
を
以
」
院
内
銀
山
一
貫
四
百
目
畑
山
銀
百
弐
拾
目
合

而
灰
吹
銀
壱
貫
五
百
弐
拾
目
宛
、
宝
永
年
中
♂
廷
享
二
丑
年
分
ま
で

無
増
減
蓮
上
仕
来
峰
処
、
右
畑
山
銀
由
近
年
相
衰
爵
銀
一
切
無
御
座

稼
人
数
引
払
、
止
山
二
根
曳
協
、
依
而
同
寅
年
分
♂
運
上
銀
不
仕
懸
、

翌
三
年
御
届
以
後
院
内
一
ケ
出
之
運
上
銀
壱
貫
四
百
臼
つ
つ
根
納
申

　
　
　
　
　
　
⑥

泳
」
と
見
え
る
。
か
く
て
延
享
四
年
以
後
は
院
内
分
と
し
て
の
秋
田

灰
吹
銀
一
、
四
〇
〇
匁
が
幕
末
ま
ぞ
、
幕
府
の
御
金
蔵
蓮
池
収
納
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

項
目
の
一
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
目
方
は
や
は
り
山
導
で
あ
っ
て
、

天
硝
閉
一
九
年
十
一
日
〃
江
一
戸
御
留
｛
落
居
よ
翫
り
、
御
　
勘
｛
疋
所
へ
提
点
し
た
と

思
わ
れ
る
銀
山
銅
由
手
当
覚
に
、
院
内
銀
山
に
つ
き

　
一
、
灰
吹
銀
拾
三
質
張
百
蔭
程
　
牽
ヶ
年
墨
銀

　
内
　
毫
貫
五
体
七
軍
団
余
　
御
運
上
差
上
協
分

　
　
倶
　
御
蓮
上
優
貫
四
百
臼
ぬ
黙
劇
百
七
捻
員
余
入

　
残
捨
毫
貫
九
百
三
拾
唐
程
　
買
上
之
分

と
記
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
但
し
、
少
く
と
も
運
上
が

定
高
と
な
っ
た
時
代
に
は
、
已
に
藩
へ
そ
れ
を
返
附
す
る
こ
と
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
。
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寛
永
以
後
の
銀
寓
稼
行
に
つ
い
て
は
、
別
に
考
究
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
が
、
大
体
に
お
い
て
不
振
と
な
り
、
こ
と
に
寛
文
頃
を
期
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
の
後
は
、
さ
ら
に
衰
退
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
諸
金
山
筒
所

年
数
帳
に
よ
る
と
、
享
保
十
年
は
じ
め
て
芝
山
と
な
り
、
そ
の
後
は

直
山
、
請
山
を
交
々
繰
返
し
た
。

　
寛
政
元
年
七
月
、
院
内
銀
山
支
配
入
荒
谷
和
三
郎
の
書
上
に
よ
る

と
、
古
来
売
山
運
上
の
訳
と
し
て
、

一
、
石
弓
売
高
　
八
貫
文
ま
で
は
三
主
掻
取

一
、
九
貫
文
i
】
一
十
四
貫
文
躍
食
文
　
当
「
臼
の
経
費
差
引
三
分
の
一
運
上

一
、
二
十
五
貫
文
－
五
十
醤
ハ
文
　
経
費
に
構
わ
ず
掘
分
（
二
分
の
一
運
上
）

一
、
五
十
一
貫
文
…
七
十
五
貫
交
　
六
歩
運
上

一
、
七
十
六
貫
文
…
百
五
十
貫
文
　
七
歩
運
上

と
述
べ
て
い
る
。
売
山
と
い
う
の
は
、
生
野
銀
山
の
用
語
と
同
じ
く

直
由
を
い
う
の
で
、
右
は
直
山
の
荷
分
法
（
強
弾
法
）
の
歩
合
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
切
場
穆
丁
立
壱
日
売
方
二
御
座
捧
」
と
あ
る

、
如
く
、
掘
場
ニ
ケ
所
か
ら
の
採
銀
の
売
値
が
、
銭
八
貫
文
ま
で
は
鋪

春
叢
豊
な
つ
垂
毒
な
い
。
当
時
は
墾
藁
箒
が
彗

五
〇
丈
一
一
六
〇
文
前
後
の
相
揚
で
あ
る
。
幕
際
は
山
主
ぞ
、
秋
田

で
は
そ
の
頃
は
支
配
人
と
い
っ
て
い
る
。
院
内
で
は
支
配
人
の
下
に

下
財
が
切
揚
を
請
け
て
稼
黙
し
、
支
配
人
が
そ
の
採
銀
を
一
定
の
値

毅
で
買
上
げ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
生
野
で
内
切

渡
と
称
し
た
竜
の
に
当
る
の
で
、
鋪
内
は
じ
め
銀
山
廻
り
の
普
請
の

抱
人
の
給
銀
等
は
支
配
人
の
負
担
で
あ
る
。
院
内
で
は
右
の
下
墨
を

港
門
と
い
っ
た
α
と
こ
ろ
で
、
院
内
で
は
直
山
の
荷
分
法
が
何
時
頃

か
ら
行
わ
れ
た
か
。
元
禄
の
至
宝
要
録
以
後
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で

あ
る
が
、
こ
こ
ぞ
は
大
体
享
保
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
に
留

め
る
。
し
か
し
右
の
よ
う
な
荷
分
の
歩
合
が
、
や
が
て
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
は
「
近
年
山
勢
無
籍
二
藍
御
割
合
之
撮
影
御
座
協
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
安
永
二
年
置
は
大
更
金
由
の
山
師

荒
谷
忠
右
衛
門
が
阿
仁
銅
山
の
山
師
石
田
久
太
郎
と
と
も
に
、
院
内

の
稼
行
を
命
ぜ
ら
れ
、
直
山
九
ケ
年
に
金
一
〇
四
〇
喰
余
の
額
を
藩

へ
納
め
た
と
い
う
。
そ
の
後
斎
藤
東
五
郎
等
の
請
山
と
な
り
出
勢
衰

え
、
天
明
二
年
冨
沢
茂
兵
衛
が
直
出
支
配
人
と
な
っ
て
、
藩
は
か
な

り
の
資
銀
を
投
じ
た
が
、
振
わ
ず
．
一
日
の
繊
銀
高
書
〇
1
三
〇
匁
で

あ
っ
た
。
天
明
五
年
十
一
月
、
江
戸
御
留
守
居
が
御
勘
定
所
へ
提
幽

し
た
銀
山
鋼
山
手
霞
継
に
は
、
こ
の
闇
の
事
情
を
説
明
し
「
宝
永
年

記
よ
り
普
譜
山
二
相
成
、
往
古
宣
掘
方
漁
協
切
羽
陀
相
当
泳
、
殊
大

切
普
請
騒
姻
懸
讐
樽
共
、
水
鶏
晟
就
不
致
六
番
整
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銀生騰の動向、銀撫町の構成（小葉田）

ゆ
掘
方
致
昨
二
付
、
仕
上
り
高
値
二
而
仕
当
方
似
合
兼
、
山
師
共
も

度
々
差
代
り
既
四
、
五
年
以
前
二
者
止
山
二
可
糟
成
程
二
相
至
り
峰

付
、
山
申
記
者
為
渡
世
銀
米
鉛
等
年
々
相
異
、
鼠
算
師
申
付
」
と
述

べ
て
、
山
師
へ
米
三
〇
〇
石
。
銀
一
一
五
〇
〇
匁
・
鉛
三
〇
箇
を
貸

与
し
た
と
い
う
。
天
明
六
年
十
月
、
荒
谷
和
三
郎
は
親
の
忠
右
衛
門

に
代
っ
て
、
藩
の
懇
望
に
よ
り
大
饗
よ
り
院
内
へ
赴
き
、
最
上
金
山

村
の
岸
正
蔵
な
る
も
の
よ
り
金
二
七
〇
両
の
融
資
を
得
て
、
数
ケ
所

の
普
請
に
着
手
し
た
Q
彼
が
寛
政
元
年
十
月
、
支
配
を
辞
す
る
ま
で
、

か
な
り
の
成
功
を
見
た
よ
う
で
あ
る
。
産
銀
高
は

吹
銀
　
二
、
七
四
三
匁
一
天
明
六
年
＋
月
一
＋
二
月

　
〃
　
　
　
　
圃
同
論
ハ
、
　
一
一
一
　
一
匁
　
　
　
　
〃
　
　
レ
七
年

　
〃
　
　
　
評
八
議
ん
、
　
議
ん
山
田
（
）
匁
一
　
　
〃
　
　
・
八
雌
†

　
〃
　
　
三
八
、
一
〇
六
匁
八
　
寛
政
元
年
正
月
一
七
月

　
　
　
⑱

で
あ
っ
た
。
天
明
五
年
の
銀
山
銅
山
手
当
覚
に
、
前
掲
の
通
り
に
、

一
ケ
年
出
銀
を
、
運
上
分
と
買
上
分
に
分
け
て
い
る
。
銀
山
鵬
の
灰

吹
銀
を
、
す
べ
て
判
金
丁
銀
等
と
引
替
上
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
藩
の
引
替
制
が
何
時
か
ら
確
立
さ
れ
た
か
は
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
元
禄
頃
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
に
留
め
る
。

産
出
高
の
確
数
が
藩
に
と
り
問
題
と
な
る
の
は
引
替
制
に
関
連
し
て

で
あ
る
が
、
現
在
そ
の
数
字
を
雪
年
に
五
っ
て
知
る
こ
と
を
得
な
い
。

　
文
化
十
ご
年
、
灰
吹
金
一
、
二
〇
〇
匁
・
灰
吹
銀
三
五
、
一
二
〇
匁
、

岡
十
三
年
、
灰
吹
金
一
、
三
〇
〇
匁
・
灰
吹
銀
三
七
、
三
＝
｝
匁
、

同
十
四
年
八
月
よ
り
直
山
と
な
り
八
月
よ
り
文
政
元
年
十
二
月
ま
ぞ

十
七
ケ
月
闇
に
、
灰
吹
金
二
、
四
四
〇
年
余
・
灰
吹
銀
九
一
、
　
コ
ニ

O
匁
七
分
を
愛
し
た
。
文
政
二
年
以
後
の
産
高
は
次
表
の
如
く
で
あ

⑫る
。
天
保
四
年
以
来
は
産
銀
一
千
貫
を
突
破
し
、
幕
末
に
や
や
減
じ

陶
内
毛
虫
金
銀
産
高

灰吹銀（匁）

　10！107．2

　76505．1
　99249．！
　102079．4
　2．93759．4

396490．2
0，15821

　3］　9．　333・5

　fj．17349・5

570wt2．8
　563茎28・8

　467877・2．

38工892・6

　38860e．8

1！78290．7
1299dO・・｛．1

1345424．8
ユ09ユ237・9

ユ167201
1438150

1149796．6
1278520．8・

H27559．8
1011925・7
1165075

77jOOO・1
510129
584690

文政2
　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10
　　11
　　12
天保1
　　　2

　　　3i

　　　4

　　　0r

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　　10

　　　11

　　　12

　　　13

　　　14

弘化1
　　　2

　　　3

灰吹金（匁）

2479・4
1866・6

3248・3
3372・Dr

9209．3
ユ5334・2

！2141

10232・7
16780．2
／6780．2

18861．4
1．4963・8

12477・7
12624・硅
tll．／40－3

41627・7
38637・6
32846
3diO68．5
4262・　5．6

46415

48435．1
4121．2．7

39627
38211

18975．9
9712・3
8157．8

鱒
天
保
四
、
五
両
年
献
納
銀
一
〇
〇
〇
〇
〇
匁
外
に
あ
り
。

曇
瓢
人
保
山
ハ
弓
勢
二
三
銀
三
〇
〇
〇
匁
金
九
〇
三
山
固
紬
W
宮
に
献
ず
。

＊
院
内
銀
流
鐵
銀
文
政
八
酉
年
よ
り
灰
吹
銀
江
戸
公
儀
へ
御
売
上
高
調
、

誰く

A体

ﾜ
午
年
誰
聞
し
詣
　
（
秋
田
口
業
然
史
鮪
第
一
一
一
皿
問
山
ハ
五
八
百
八
）
　
参
照
。
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た
が
、
そ
の
盛
況
は
生
辱
・
石
見
を
凌
駕
し
た
。
天
保
六
年
五
月
花

降
銀
三
〇
〇
〇
匁
・
金
九
〇
匁
を
山
神
宮
に
奉
献
し
、
文
政
七
年
鋳

造
寄
進
し
た
銅
鐘
銘
に
「
自
宝
永
正
徳
之
後
田
漸
衰
、
天
明
寛
政
之

闇
最
甚
、
焦
目
耗
減
不
当
初
之
百
一
、
昨
年
以
来
坑
内
大
役
戸
口
亦

漸
善
と
あ
勧
・

　
①
　
渋
江
交
書
所
収
、
正
月
五
鷺
付
内
膳
宛
の
難
読
書
状
に
「
院
内
御
運
上

　
　
之
事
、
可
持
参
砺
間
、
銀
子
今
ま
で
訪
取
恥
分
無
残
可
郡
上
協
○
中
略
虫

　
　
年
分
之
儀
ハ
、
今
ま
で
済
協
銀
子
と
η
集
、
霜
月
趣
日
〃
分
界
共
さ
ん
用
仕

　
　
入
れ
て
帳
簿
可
差
上
硲
」
と
あ
η
、
こ
の
書
状
は
慶
長
十
三
年
の
も
の
で

　
　
あ
ろ
う
。

　
②
．
秋
藩
紀
年
に
十
七
年
迄
御
運
上
銀
高
不
根
知
と
あ
る
。
駿
府
記
十
九
年

　
　
二
R
〃
十
九
日
の
条
に
、
佐
丹
管
氏
南
下
岬
銀
二
百
軸
員
昌
、
砂
金
千
両
領
内
銀
由
［

　
　
よ
η
娼
つ
る
を
献
ず
る
詑
事
が
あ
る
が
、
砂
金
の
み
で
は
な
い
。

　
③
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
所
蔵
今
宮
義
両
日
記
寛
保
元
年
蕗
年
四
月

　
　
二
日
条

　
④
　
佐
竹
義
栄
氏
所
蔵
　
繭
編
國
典
類
抄
　
雑
部
十
五
　
金
銀
銅
鉛
撫

　
　
羽
陰
史
酪
咽
寛
L
又
元
年
正
月
の
存
粂
に
「
子
年
分
目
粗
拭
上
最
後
藤
七
右
衛
門
祐

　
　
道
御
金
蔵
え
収
む
、
　
一
歩
判
三
幅
、
吹
金
六
両
二
歩
、
茨
吹
銀
六
貫
七
百

　
　
十
五
匁
六
分
也
」
と
あ
る
も
、
祐
霜
魁
の
御
留
守
居
楓
劉
中
身
記
に
拠
っ
た
亀

　
　
の
で
、
幕
府
藩
前
上
で
あ
る
。

　
⑤
秋
瞬
梨
立
秋
田
図
書
館
所
蔵
梅
津
忠
宴
日
記
延
宝
一
一
一
乙
面
面
歪
月

　
　
四
凪
、
貞
享
二
二
丑
年
二
日
〃
十
臼
、
同
四
丁
卯
年
二
月
十
八
田
富
条

　
⑥
後
編
国
典
類
抄
雑
部
＋
九
金
銀
銅
鉛
山

⑦
　
誠
斎
雑
紀
に
も
、
秋
田
茨
吹
銀
運
上
の
事
を
寵
し
コ
ね
茨
吹
銀
は
御
金

蔵
え
除
舐
、
銀
器
御
道
具
下
唇
等
に
梢
渡
傘
怖
」
と
あ
る
。

③
佐
竹
義
栄
氏
庸
蔵
薦
（
弓
丈
九
）
五
月
十
二
日
よ
り
金
銀
納
串
協
覚

　
に
よ
η
〆
、
院
内
銀
山
の
納
銀
（
上
銀
）
髪
見
る
に
、
　
一
ケ
年
の
入
役
は
凡

　
そ
…
五
〇
〇
匁
、
霊
山
計
一
〇
〇
貫
乃
至
一
五
〇
貫
で
あ
る
。
こ
の
内
に

　
は
運
上
諸
役
の
外
に
、
払
米
鉛
代
銀
も
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑨
東
京
都
史
料
館
所
蔵
荒
谷
文
書
寛
政
元
酉
年
維
勝
郡
院
内
銀
山

　
稼
方
之
儀
御
尋
之
趣
旨
上
露
書
付

⑩
　
梵
主
文
轡
　
酋
（
寛
政
元
）
八
月
　
首
罪
口
上
覚
、
戌
（
寛
政
二
）
十

　
一
月
江
戸
一
件
儒
付
議
覚
綴
の
内
、
乍
恐
御
内
々
書
付
覚

⑪
引
替
制
の
確
立
は
貨
幣
制
度
と
関
係
が
あ
る
。
秋
田
藩
で
は
藩
の
認
印

　
銀
、
灰
吹
銀
（
上
銀
）
筆
が
通
用
し
、
幕
府
の
丁
銀
の
一
統
通
用
に
改
め

　
ら
れ
た
の
は
元
緑
＋
二
舷
，
正
月
か
ら
で
あ
る
。

⑫
佐
竹
義
栄
氏
所
蔵
姦
永
七
年
寅
正
月
文
化
＋
二
咋
亥
年
よ
り
弘
化

　
三
午
年
迄
・
出
金
銀
書
上

⑬
　
秋
植
県
立
秋
田
図
書
館
所
蔵
　
院
内
銀
山
覚
書
、
佐
竹
義
栄
氏
所
蔵

　
元
治
元
年
調
　
御
領
内
金
銀
銅
鉛
恐
高
積
に
、
一
ケ
年
窩
大
凡
平
均
の
積

　
η
と
し
て
吹
銀
七
百
貫
位

　
　
内
、
吹
抜
上
上
五
百
貫
属
位
誌
代
三
万
二
千
九
百
拾
六
両
余

　
　
　
　
但
当
時
銀
拾
匁
二
付
三
拾
九
双
釜
分
脈
を
以
て
御
買
上
ユ
相
成
砺

　
　
　
　
（
此
金
弐
歩
．
弐
朱
弐
匁
）

　
　
内
、
灰
吹
銀
　
弐
百
貫
麟
　
此
代
登
万
弐
千
五
百
黒
拾
三
両
余

　
　
　
　
侭
右
岡
断
三
＋
七
双
六
買
替
を
臨
御
買
上
（
此
金
弐
歩
弐
朱
壱
分
）

　
と
あ
る
。
こ
の
内
に
は
八
森
浦
曲
の
出
面
を
含
む
。
朱
勲
吋
に
「
嶺
掛
構
市

　
中
霞
段
十
匁
二
付
五
十
五
、
六
双
」
と
あ
り
、
こ
の
差
が
藩
買
上
の
利
潤
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銀生旛の動向、銀山鐵∫の樽峨（／∫・葉照）

で
あ
る
。
秋
田
察
奥
（
第
二
冊
六
七
燭
頁
）
に
明
治
四
舷
、
辛
照
年
秋
岡
藩
鉱

山
損
品
目
之
調
書
が
あ
り
、
院
内
の
幽
銀
三
首
貫
、
金
二
貫
五
字
目
と
あ
る
。

第
四
章
　
銀
山
町
の
構
成

一
　
町
　
の
　
成
立

　
院
内
銀
山
記
に
は
、
慶
長
十
二
年
・
開
坑
の
噂
と
と
・
も
に
、
八
月
に

は
諸
国
か
ら
人
が
来
集
し
翌
年
春
に
は
嫡
々
か
ら
盗
れ
て
下
院
内
の

百
姓
家
に
ま
で
借
家
住
を
し
、
銀
由
入
口
の
四
郎
兵
書
町
か
渉
奥
の

谷
肉
へ
か
け
て
二
十
響
町
が
嵐
現
し
、
山
小
屋
千
軒
、
下
町
千
軒
合

せ
て
二
千
軒
の
町
が
成
立
し
た
と
い
う
。
ま
た
山
師
三
十
六
人
・
金

子
百
八
人
・
手
代
六
十
余
人
。
三
園
五
百
余
入
・
大
工
二
千
三
百

余
人
・
山
留
鍛
冶
等
の
竜
の
七
百
余
人
。
穿
子
・
油
通
ひ
。
手
金
通

ひ
等
三
干
三
百
余
人
が
来
た
と
も
記
し
て
い
る
。
銀
山
の
惣
囲
は
、
．

東
西
三
粁
南
北
二
粁
に
眠
る
広
域
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
至
宝
要
録

に
い
う
よ
う
に
、
柵
を
以
て
囲
う
こ
と
は
出
来
ぬ
が
、
　
一
般
の
出
入

は
十
分
一
番
所
か
ら
行
わ
れ
、
そ
の
他
の
口
を
通
る
こ
と
は
厳
重
に

禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
山
小
屋
と
町
屋
を
通
ず
る
路
に
は
番
屋
が
あ
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
山
方
と
里
方
と
の
交
通
を
厳
し
く
監
視
し
た
の
で
あ

る
。

　
銀
由
町
に
は
ど
れ
程
の
戸
口
が
集
中
し
た
ぞ
あ
ろ
う
か
。
慶
長
十

七
年
八
月
に
、
山
内
の
治
安
が
零
れ
た
の
で
、
聞
歩
の
中
ま
で
周
到

な
人
口
調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
坊
主
・
年
老
・
私
供
・
女

を
除
い
て
三
一
一
五
四
人
あ
っ
た
と
い
う
。
山
奉
行
以
下
の
諸
役
人
も

含
ま
れ
て
い
な
い
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
働
き
う
る
男
の
中
に
は

山
方
稼
人
が
多
数
含
ま
れ
、
独
身
者
も
少
く
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
か
ら
、
銀
山
総
人
口
は
凡
そ
一
万
内
外
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
続
院

内
銀
由
記
に
元
和
三
年
諸
国
之
者
温
覚
を
載
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

は
生
国
別
に
合
計
一
九
六
一
人
の
口
数
を
挙
げ
て
「
外
秋
田
・
仙
北

不
調
、
本
国
不
名
乗
か
く
す
も
の
大
分
在
之
、
不
知
」
と
記
し
て
い

る
。
こ
の
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
も
、
大
体
慶
長
十
七
年
の
そ

れ
に
類
し
た
屯
の
で
あ
ろ
う
ゆ
何
処
の
鉱
山
町
で
竜
み
ら
れ
た
よ
う

に
、
院
内
銀
山
町
も
慶
長
以
来
水
火
の
災
害
が
多
か
っ
た
。

慶
長
一
七
、
四
　
火
災
、
傾
城
・
上
昧
嗜
・
下
川
原
、
炭
焼
沢
の
内
四
〇
闇

　
　
（
床
四
・
流
し
四
・
切
麦
読
唱
・
餅
屋
　
・
湯
屋
一
を
含
む
）

〃
一
七
、
一
二
水
災
、
家
六
二
間
（
床
屋
三
八
間
・
酒
猛
尊
王
・
湯
風
呂

　
山
ハ
聞
岡
・
流
し
轟
一
瓢
肋
・
餅
屋
一
　
一
闇
脚

　
〃
一
八
、
二
及
び
三
　
火
災
、
家
一
七
八
聞
及
び
家
二
八
三
間
・
床
四
九
・

　
酒
屋
三
聞
・
湯
屋
一
〇
間
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寛
・
氷
八
、
　
澱
　
　
沿
円
田
八
寛
軍
、
家
二
九
山
ハ
㎜
間
四

　
三
一
田
記
に
、
明
暦
ヨ
年
大
水
、
万
治
三
年
四
月
大
火
で
由
中
残

ら
ず
焼
け
た
と
あ
る
が
、
間
数
は
記
し
て
い
な
い
。

　
八
森
銀
山
の
例
に
よ
る
と
、
寛
永
五
年
五
月
頃
は
家
数
七
〇
開
ほ

ど
口
数
七
一
九
〇
〇
と
い
わ
れ
た
が
、
山
況
好
転
の
た
め
翌
年
六
月

に
は
家
数
二
三
聞
（
裏
屋
寺
歴
敷
と
も
）
、
間
歩
小
屋
三
三
聞
ぞ
口

数
ご
吾
○
奮
激
誉
た
樹
帯
蓋
パ
二
五
．
。
山
（
闇
歩
）
小

麗
に
は
山
況
の
好
悪
に
応
じ
て
、
大
工
。
掘
子
以
下
の
増
減
が
著
し

い
が
、
そ
れ
も
鉱
山
に
よ
り
諸
種
の
条
昏
が
あ
っ
た
。
そ
れ
敏
、
銀

由
町
の
家
数
と
口
数
の
割
合
は
単
純
に
は
推
算
で
き
な
い
。
秋
田
風

土
記
に
は
「
昔
ハ
千
戸
人
五
千
余
し
と
記
し
て
い
る
が
、
何
時
頃
の

事
情
を
伝
え
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
口
数
計
算
の
方
法
と

し
て
、
払
米
墨
を
基
本
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

銀
出
内
に
米
穀
の
産
爵
は
全
く
な
く
、
ま
た
斗
米
の
売
買
は
厳
罰
を

以
て
取
締
り
、
銀
山
内
の
主
食
は
払
米
に
よ
る
外
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
元
和
五
年
以
前
の
払
賢
聖
は
不
明
で
あ
る
。
元
和
六

年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
の
払
米
代
銀
は
、
二
三
九
、
五
〇
一
匁
四
八

ぞ
あ
っ
た
。
当
時
の
言
意
愚
意
は
銀
一
貫
匁
に
つ
き
米
四
五
石
で
あ

っ
た
か
ら
、
　
一
〇
七
七
七
石
五
六
六
と
な
る
。
こ
の
割
合
ぞ
元
和
六

年
分
を
見
積
れ
ば
、
一
四
三
七
〇
石
余
と
な
る
。
元
和
七
年
以
後
の

払
米
高
羨
袋
示
し
よ
う
款
、
㌃

二
、
九
・
力
八
、
Q

二
、
二

1石｝（付
鷺繊（石）

O．1326

0．1459

0．16475

0．16d75

0．／7935

0．1649

0．17781

噸騨）1払㈲高
1321Ll．66275

13070・264

13828．22

9847．32

　9534．811

　9880・荏67

　8184・5285

11320．1828

11872．2289

　8355．453

　8e8tl．746

　8481．795

　6948・3915

元和7
　　　9

覧永3
　　　4

　　　Jr

　　　6

　　　8

ゑ
渥
㌻
燕
二
聡
か
や

　
一
人
一
ケ
年
当
の
米
消
費
高
を
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
程
に
見
積
る
か
は
問
題
で
あ
る
が
、

八
森
銀
山
で
寛
永
五
年
忌
口
数
七
一

八
百
、
払
米
月
に
九
〇
石
と
あ
る
の

が
、
比
較
の
資
料
と
な
ろ
う
。
即
ち

一
人
一
ケ
年
当
を
凡
そ
一
石
四
斗
ほ

ど
と
す
れ
ば
、
元
和
六
年
の
口
数
一

万
、
同
七
、
八
年
九
千
余
、
寛
永
三

年
九
千
五
百
、
寛
永
四
年
以
後
七
千

程
度
と
な
ろ
う
。
元
和
六
年
は
前
年

に
続
い
て
出
少
し
さ
か
る
と
い
わ
れ
、

諸
方
よ
り
人
が
集
り
、
翌
七
年
も
山

少
々
よ
し
と
記
さ
れ
て
い
る
。
達
意
四
年
に
は
「
存
之
外
さ
び
れ
た

る
様
子
し
と
あ
り
、
六
年
九
月
に
は
「
銀
山
家
作
近
年
に
替
見
事
」

と
政
景
は
記
録
し
た
。
人
口
の
動
態
は
、
銀
産
の
動
向
と
ほ
ぼ
相
癒

ず
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
故
銀
由
開
坑
数
年
の
盛
時
の
口
数
は
、
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銀生藤の鋤向・鋤封町の構滅（小葉韻）

前
掲
の
銀
山
記
の
記
事
に
拘
泥
す
る
必
要
は
な
い
が
、
　
一
万
を
遙
か

に
越
え
て
い
た
ぞ
あ
ろ
う
。
た
だ
銀
産
の
増
減
は
甚
だ
急
速
に
趨
る

が
、
人
口
の
動
き
、
こ
と
に
減
少
は
か
な
り
緩
慢
に
く
る
よ
う
で
あ

る
。
元
和
三
年
置
に
は
山
況
悪
く
出
奉
行
か
ら
「
御
運
上
品
∵
三
三

負
出
山
禁
止
で
あ
る
が
、
餓
死
者
も
あ
る
歌
況
故
、
院
内
。
湯
沢
へ
嵐

て
少
の
あ
き
な
い
致
し
た
き
」
由
内
の
願
い
を
秋
田
へ
取
次
い
だ
が
、

義
宣
の
喬
と
し
て
許
裏
か
つ
た
結
ζ
｛
。
男
好
た
る
と
町

人
た
る
を
問
わ
ず
、
不
況
に
つ
れ
て
蓮
上
負
・
朱
進
負
が
増
加
す
る
の

が
普
通
で
、
そ
の
出
山
は
厳
に
禁
じ
ら
れ
た
。
ま
た
山
の
好
転
を
期

待
し
て
俄
か
に
由
を
去
ら
な
い
の
が
、
銀
山
町
の
性
格
で
も
あ
っ
た
。

　
銀
由
町
の
溝
成
者
と
し
て
、
山
奉
行
・
諸
役
人
・
地
役
人
及
び
神

官
僧
侶
の
外
に
、
出
師
以
下
の
鉱
山
稼
人
、
板
取
・
買
石
・
床
歴
等

の
鉱
業
関
係
者
、
炭
焼
。
薪
伐
等
の
山
方
稼
人
、
鍛
冶
・
番
匠
。
桶

麗
。
櫓
物
師
等
の
職
人
、
諸
種
の
商
人
、
飲
食
接
客
業
者
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
家
族
・
使
用
人
が
あ
る
。
と
く
に
鉱
山
稼
人
に
は
、
博
捜

た
る
に
備
え
た
浮
動
的
な
も
の
が
、
か
な
り
多
か
っ
た
ら
し
い
。
主
．

な
鉱
山
町
…
構
成
員
が
発
生
し
、
ま
た
中
に
は
一
つ
の
階
層
を
形
成
し

て
く
る
亀
の
が
あ
っ
た
事
情
は
、
ど
う
で
あ
る
か
。
こ
れ
ら
の
問
題

は
、
近
世
初
期
の
他
の
鉱
山
の
事
実
と
併
せ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
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が
、
少
し
触
れ
て
お
く
。
元
和
三
年
諸
国
之
考
総
覚
を
国
別
に
整
理

す
る
と
付
表
の
ご
と
く
ぞ
あ
る
。
　
（
煎
頁
下
段
）

　
こ
の
調
査
に
は
、
秋
田
領
の
秋
田
・
仙
北
の
も
の
が
洩
れ
、
ま
た

生
国
を
名
乗
ら
ぬ
も
の
が
大
勢
あ
っ
た
と
い
う
。
右
の
調
査
で
は
石

見
の
三
身
者
が
皆
無
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
政
景
日
記
に
よ
る
と
、
い

ろ
い
ろ
の
事
件
に
関
連
し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
が
、
か
な
り
多
数
あ

る
。
し
か
し
右
の
表
だ
け
に
つ
い
て
み
て
も
、
銀
山
へ
は
全
国
各
地

の
も
の
が
芝
居
し
て
お
り
、
若
干
の
国
が
格
別
に
多
数
ぞ
あ
る
事
実

隻
付
く
の
で
あ
る
．
羽
前
・
覆
或
い
は
蟄
歳
簸
襟
の
も

の
の
多
い
こ
と
は
地
理
的
関
係
が
思
わ
れ
る
ぞ
あ
ろ
う
が
、
遠
国
に

あ
っ
て
備
…
前
・
伊
勢
・
加
賀
は
百
人
を
超
え
、
こ
と
に
備
前
の
数
が

卓
越
し
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
Q
日
本
海
に
臨
む
北
陸
諸
国
は
概

し
て
多
く
、
京
・
大
阪
。
江
戸
の
都
市
も
少
く
な
い
。
前
者
に
つ
い

て
は
、
こ
の
時
代
し
だ
い
に
発
達
し
て
き
た
砦
狭
・
越
前
以
北
の
日

本
海
の
交
通
経
済
の
関
係
が
顧
慮
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
し
か
し
銀
山
町
の
構
成
員
の
出
身
が
全
国
に
亙
る
こ
と
、
し
か
竜

若
干
の
諸
国
に
と
く
に
多
く
、
そ
れ
が
前
述
の
交
通
経
済
の
相
五
関

係
か
ら
だ
け
で
は
｛
説
明
し
尽
さ
れ
ぬ
こ
と
、
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
更

に
考
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。
す
で
に
前
章
で
触
れ
た
通
り
、

こ
の
陣
代
に
は
出
師
そ
の
他
の
球
歴
稼
人
や
板
取
等
の
専
業
酌
な
階

層
が
成
立
し
て
い
る
。
彼
等
は
薪
興
の
山
を
求
め
て
移
動
し
て
い
た
。

当
時
の
鉱
由
稼
行
の
性
格
か
ら
見
て
も
、
山
師
と
そ
れ
以
下
の
労
務

者
・
技
術
者
と
の
結
合
は
譜
代
的
な
も
の
で
な
く
、
単
純
で
あ
り
離

々
は
甚
し
い
も
の
ぞ
あ
っ
た
。
た
だ
周
郷
同
国
の
地
縁
的
の
も
の
が
、

徴
弱
な
が
ら
結
合
関
係
の
素
地
を
な
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
元

和
三
年
の
調
査
は
、
・
鉱
出
盛
稼
人
だ
け
を
対
象
と
し
た
も
の
で
な
い

が
、
そ
の
数
の
比
重
が
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
か
ら
、
そ
の

生
国
別
の
性
格
を
強
く
示
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ぬ
。
前
章
に

記
し
た
通
り
、
山
師
即
答
の
数
が
、
備
前
一
一
。
播
磨
八
・
大
阪
五
・

京
五
そ
の
他
越
前
・
越
後
。
加
賀
。
伊
勢
。
近
江
等
が
多
い
こ
と
も
、

対
照
す
。
へ
き
で
あ
る
。

　
銀
山
内
の
有
力
な
商
人
層
と
し
て
訟
訴
並
に
そ
の
請
人
（
保
証
人
）

を
見
よ
う
。
役
持
に
は
山
先
山
師
が
当
っ
た
も
の
が
少
く
な
い
が
、

そ
の
揚
合
に
は
、
役
持
の
役
関
係
の
営
業
を
多
く
は
兼
営
し
た
の
で

あ
る
。
山
持
は
未
進
の
た
め
悲
惨
な
境
涯
に
沈
思
し
去
っ
た
竜
の
も

あ
る
が
、
当
時
の
有
力
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

政
景
蹟
記
に
よ
り
生
国
別
に
こ
れ
を
表
示
す
る
。
　
（
次
頁
上
段
）
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銀並産の動肉、銀山町の構威（小：葉繊）

　
4
・
3
硅

　
墾
後
後

　
野

　
高
豊
羽
ユ

　
　
　
　
　
麟

表
・
・
2
薩

数
　
後
中
礪

酬
賦

生
8
3
譲

持
勢
登
荊
・

役
伊
薦
葡

　
　
　
　
ω

　
5
　
ド
D
　
3
　
の
4
　
3

　
阪
賀
前
睦
明

　
大
弓
三
三
不

（　）は田師の兼営

を
免
除
さ
れ
た
い
こ
亡
を
願
建
て
い
る
。

お
り
、
前
表
の
名
の
記
さ
れ
た
四
人
の
如
き
は
代
表
す
る
屯
の
ぞ
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
床
屋
・
灰
吹
屋
・
鍛
冶
儀
等
の
鉱
業
関
係
の
職
人
も
鉱
山
稼
人
に

准
じ
た
宙
寸
業
的
階
層
を
成
し
て
い
た
。
元
和
ご
年
に
沫
役
は
秤
勢
の

　
伊
勢
。
京
・
大
阪
の
商
人
の
多
い
こ
と

は
、
　
十
－
山
野
世
紀
か
p
り
十
七
世
紀
に
か
ゆ
り
て
、

商
品
流
通
の
拡
大
し
た
時
代
に
、
こ
れ
ら

の
地
方
の
商
人
が
そ
の
主
動
的
な
役
を
占

め
た
こ
と
に
関
連
す
る
。
北
陸
諸
国
の
商

人
は
、
近
世
初
期
に
奥
羽
北
部
の
経
済
的

開
発
が
進
ん
だ
際
に
、
深
い
繋
9
を
直
接

に
持
つ
た
も
の
で
ハ
津
軽
や
秋
田
の
港
町

や
城
下
町
へ
移
住
し
た
も
の
が
少
く
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
高
野
聖
の
商
業
的
活
動

に
は
箸
し
い
も
の
が
あ
り
、
元
和
ご
年
入

役
未
進
三
七
〇
〇
匁
余
を
負
う
た
高
野
聖

長
春
は
、
同
四
年
に
い
た
り
四
〇
〇
匁
を

恥ヨ

錘
ﾘ
甲
へ
勧
准
～
し
紬
脳
付
ふ
，
る
を
以
’
て
残
余

　
　
　
　
　
　
銀
出
に
は
網
当
数
の
聖
が

叉
右
衛
門
を
野
津
と
し
、
三
郎
右
衛
門
。
九
右
衛
門
∵
喜
右
衛
門
・

理
右
衛
門
等
伊
勢
人
数
名
が
組
を
つ
く
り
講
持
っ
て
い
た
。
い
ず
れ

竜
床
屋
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
地
縁
関
係
か
ら
職
業
的
結
舎
を
成
し
た

　
　
　
　
　
力
四
、
。

竜
の
ら
し
い

　
　
　
　
　
「
四
、
九

　
し
か
し
銀
山
町
は
以
上
の
よ
う
な
諸
国
よ
り
集
ま
っ
た
専
業
者
だ

け
で
成
立
し
た
わ
け
で
な
い
。
鉱
山
で
山
師
。
寸
南
。
金
子
等
や
、

選
鉱
製
錬
に
お
い
て
板
取
・
床
歴
等
の
技
術
や
熟
練
労
働
を
必
要
と

す
る
竜
の
の
外
に
、
日
庸
の
作
業
の
種
類
竜
多
い
。
元
和
三
年
の
調

査
で
は
秋
覇
。
仙
北
の
地
元
入
が
洩
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
莫
大

で
あ
っ
た
。
銀
山
の
異
盛
期
に
は
諸
種
の
労
働
力
を
多
く
必
要
と
し
、

と
く
に
附
近
の
農
村
は
そ
の
主
要
な
供
給
源
と
な
っ
た
。

　
銀
山
記
に
よ
る
と
、
銀
山
開
坑
の
客
先
と
し
て
、
大
谷
吉
隆
の
遺

臣
村
山
宗
兵
衛
を
は
じ
め
、
関
ケ
賦
役
の
残
党
伊
勢
の
林
治
郎
左
衛

門
∵
会
津
浪
入
渡
辺
勝
左
衛
凹
∵
備
前
宇
喜
多
の
臣
佐
々
木
治
左
衛
…

門
等
を
挙
げ
て
い
る
。
続
銀
山
記
に
は
、
院
内
開
坑
の
慶
長
十
ご
年

八
月
よ
り
以
後
毅
女
来
る
人
数
と
し
て
宇
喜
多
の
浪
人
成
瀬
七
膚
衛

門
外
一
三
名
、
大
阪
役
後
来
る
者
と
し
て
亀
井
長
左
衛
門
外
五
四
名

を
挙
げ
て
い
る
が
、
主
家
亡
後
の
浪
人
が
多
く
、
或
い
は
霊
長
・
出

廻
・
番
役
人
等
σ
地
役
と
な
り
「
、
或
“
い
は
出
師
と
な
っ
た
竜
の
亀
あ
る
。
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政
景
日
記
に
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
慶
長
十
九
年
春
の
入
役
を
、
r

小
川
聞
兵
衛
・
太
田
善
介
を
対
手
と
し
、
せ
っ
た
太
田
六
太
夫
は
、

請
人
由
先
正
左
衛
…
門
が
四
五
貫
以
上
の
請
高
で
は
請
人
に
立
た
な
か

っ
た
た
め
、
遂
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
面
同
な
し
と
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
谷
川
藤
廣
）

政
昆
尽
は
彼
を
論
㎜
し
て
「
い
ふ
へ
ん
を
立
協
儲
酬
ハ
、
左
兵
へ
殿
へ
奉
爪
ム
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
　
（
儀
）

時
分
ノ
儀
也
、
ロ
バ
今
ハ
遠
国
へ
下
り
、
町
人
次
二
稲
木
な
ど
持
泳
上

ハ
、
．
少
々
お
の
こ
の
ひ
け
あ
り
共
、
徳
儀
を
か
ま
へ
、
あ
と
未
進
を

も
藤
心
建
言
匹
と
い
っ
た
町
審
。
阿
仁
書
の
例
で
あ

る
が
、
慶
長
十
九
年
八
月
湊
二
右
衛
門
の
間
歩
に
鍵
が
出
た
る
を
隠

麗
し
た
事
件
が
あ
っ
た
。
二
右
衛
門
は
佐
竹
氏
譜
代
一
騎
の
衆
で
あ

っ
た
と
い
い
、
政
景
の
訊
問
に
答
え
て
「
御
葺
替
之
時
分
お
そ
く
参

捧
て
御
扶
持
を
も
不
遜
下
、
む
さ
と
町
に
罷
在
宿
故
山
を
致
協
」
と

い
っ
た
。
政
論
は
山
仕
法
に
従
い
彼
の
逮
捕
を
指
令
し
て
い
る
。

　
鉱
出
の
開
坑
・
盛
興
に
当
り
、
近
傍
農
村
が
各
種
の
労
働
力
を
供

給
し
た
が
、
ま
た
労
働
力
の
需
要
増
加
に
対
す
る
予
備
員
を
鉱
山
町

は
恒
に
抱
擁
し
て
い
た
。
し
か
し
急
激
に
多
量
の
労
働
力
を
必
要
と

す
る
揚
合
は
こ
の
予
備
員
で
は
闇
に
合
わ
な
い
。
元
和
四
年
十
一
月

に
千
放
心
大
水
貫
並
見
請
に
つ
き
借
米
方
を
、
山
上
伝
介
等
か
ら
願
禺

た
と
き
は
、
樋
引
以
下
一
一
六
九
人
を
計
上
し
た
。
政
景
が
借
米
を
秋
田

へ
取
次
ぐ
条
件
と
し
て
「
只
今
よ
り
人
な
闇
立
、
来
月
一
日
よ
P
げ

た
い
な
く
普
請
す
べ
き
」
を
命
じ
た
。
か
よ
う
な
短
時
片
聞
の
・
内
に
多

数
の
人
手
を
要
す
る
と
き
、
多
く
近
村
よ
り
こ
れ
を
徴
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
絵
鑑
の
如
き
日
庸
で
足
る

も
の
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
典
型
的
に
表
わ
れ
る
。
他
の
鉱
山
で
は

涌
水
の
た
め
多
数
の
樋
3
1
を
急
に
必
要
と
す
る
と
き
、
近
村
に
人
夫

と
し
て
課
徴
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
炭
焼
等
の
山
方
落

入
に
は
越
後
等
の
遠
国
者
も
見
え
る
が
、
地
元
近
辺
の
も
の
が
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
と
は
当
然
ぞ
あ
ろ
う
。

　
山
師
・
手
代
は
も
と
よ
り
金
子
の
中
に
は
里
方
に
居
屋
敷
を
持
つ

も
の
が
多
か
っ
た
。
縁
先
正
左
衛
門
の
屋
敷
は
下
京
町
に
在
り
、
ま

た
鹿
島
仁
兵
衛
…
は
傾
城
町
に
住
ん
で
い
て
傾
城
髭
を
兼
営
し
た
如
く

で
あ
る
骸
㌃
秘
f
二
五
．
。
佐
渡
相
川
密
ぞ
連
詩
・
弥
＋
郎

町
等
は
山
師
名
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
斜
鼻
と
そ
れ
に
従
属
す

る
金
子
等
が
一
町
に
居
住
し
た
と
い
う
。
政
景
は
相
川
ぞ
は
、
屋
敷

割
を
定
め
る
以
前
に
、
発
生
的
に
町
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
て
お

り
、
　
「
院
内
銀
山
盛
之
時
分
或
ハ
か
な
こ
五
百
。
三
百
宛
為
持
者
も

壱
所
二
不
備
捧
」
と
記
し
て
い
る
。
慶
長
十
九
年
七
月
阿
仁
金
山
の

山
師
の
居
屋
敷
の
町
割
に
つ
い
て
、
山
勢
五
人
が
一
番
く
じ
、
七
十
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銀生澱の動向、銀EIE町の熔成（小葉田）

枚
聞
歩
の
十
三
人
の
山
師
が
二
番
く
じ
、
そ
の
せ
り
対
手
が
三
番
く

じ
、
そ
の
他
の
山
師
が
四
番
く
じ
、
金
子
に
は
そ
の
端
の
地
を
割
当

て
た
。
政
景
は
山
師
と
金
建
愚
将
譲
即
麓
黒
竹
宰
、

の
従
属
関
係
は
身
分
的
な
奉
公
人
の
そ
れ
で
な
く
、
比
較
約
自
由
な

雇
庸
関
係
ぞ
あ
る
性
格
を
説
明
し
て
「
金
子
を
今
ま
で
不
持
者
も
よ

き
切
取
聞
分
、
御
運
上
闇
分
持
捧
ヘ
ハ
壱
日
之
内
二
五
十
人
百
人
頭

を
仕
、
今
日
ま
て
五
十
・
百
金
子
持
罫
者
も
運
上
聞
分
不
抱
、
ふ
し

ん
間
分
に
も
鉱
不
付
、
く
み
米
も
調
兼
営
体
二
成
、
せ
う
せ
う
御
運

上
な
と
負
峰
ヘ
ハ
か
な
ご
ハ
不
付
者
か
と
覚
捧
」
と
い
っ
て
い
る
。

蛇
謎
。
し
か
し
開
歩
の
稼
里
中
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
皆
辺
に

闇
歩
小
屋
が
建
造
せ
ら
れ
て
、
金
子
・
大
工
以
下
が
そ
こ
に
起
居
す

る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
た
。
し
か
も
当
時
の
院
内
で
は
「
宿
か
り
ほ

り
こ
」
の
名
が
見
え
る
如
く
、
鉱
石
運
び
の
達
子
で
あ
っ
て
も
里
方

に
寄
宿
す
る
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
。
床
屋
は
里
方
の
町
に
散
在
し

て
い
た
が
、
床
屋
湘
賀
太
郎
右
衛
…
門
宅
に
螢
手
又
六
が
、
同
じ
く
石

見
九
郎
右
衛
門
宅
に
掘
子
加
賀
与
八
郎
が
宿
借
り
し
た
事
、
実
も
あ
る

ゲ
一
九
、
。

六
、
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
銀
山
記
に
、
開
坑
と
と
も
に
染
入
・
爵
家
・
緬
宜
・
山
伏
・
商
人

等
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
も
の
が
来
集
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
幕
末

に
近
い
頃
の
養
子
法
律
に
は
、
山
内
は
公
政
不
入
の
地
で
、
工
人
。

不
義
理
人
・
欠
落
者
等
の
逃
入
る
安
全
地
帯
で
あ
る
と
し
、
金
銀
の

貯
え
あ
る
も
の
、
　
一
芸
に
勝
れ
た
も
の
で
、
前
述
の
よ
う
な
逃
入
者

を
山
内
に
駈
込
ま
せ
る
が
山
繁
昌
の
秘
伝
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
信
女
…
が
請
山
制
の
鉱
山
経
営
法
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
鉱

山
町
は
成
立
事
情
か
ら
こ
の
種
の
竜
の
の
逃
入
し
易
い
性
格
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
政
景
日
記
に
も
、
越
後
雲
隠
崎
代
官

配
下
の
依
田
氏
の
小
者
や
同
所
の
百
姓
論
蔵
、
仙
台
岩
手
山
城
代
の

無
力
の
小
者
等
の
欠
落
者
が
住
み
、
そ
の
他
庄
屋
奉
公
人
、
女
子
の

駈
入
り
等
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
身
元
の
主
人
等
よ
り
の
照
会

に
よ
り
身
柄
を
押
え
還
送
せ
ら
れ
て
い
る
。
阿
仁
の
山
師
丹
波
吉
蔵

が
運
上
未
進
の
ま
ま
院
内
へ
欠
落
し
た
が
、
こ
れ
も
未
進
が
糺
朗
せ

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
推
せ
ば
、
他
所
者
の
入
山
に
つ
い

て
は
身
許
の
詮
索
な
ど
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
と
鉱
山
と
の
関
係
が
あ
る
。
銀
山
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
早
く
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
の
潜
入
が
見
ら
れ
た
が
、
ヤ
ソ
会
の
神
父

が
仙
北
・
秋
田
或
い
は
津
軽
等
の
信
者
を
訪
れ
伝
導
す
る
た
め
に
は
、

坑
夫
ま
た
は
商
人
の
姿
を
熱
り
、
通
行
手
形
を
容
易
に
入
手
じ
得
た

の
ぞ
あ
る
。
＝
ハ
ニ
○
年
繍
頃
デ
望
ゴ
・
・
ル
バ
ー
糞
溜
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講
味
は
商
人
の
芝
蘭
農
葎
軽
へ
行
章
－
シ
ζ
の
流

入
を
慰
問
し
、
　
ま
た
当
時
松
前
に
金
坑
が
発
見
せ
ら
れ
、
　
そ
こ
へ

藥
つ
た
坑
夫
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
が
お
っ
た
の
で
「
そ
の
伴
侶
と
共
に

旅
手
形
に
は
坑
夫
」
と
し
て
書
き
松
前
へ
渡
り
、
さ
ら
に
津
軽
。
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

顯
を
経
て
院
内
銀
山
を
訪
ね
た
。
秋
田
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
は
】

六
一
七
年
頃
か
ら
は
じ
ま
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
程
度
は
緩
か
で
あ
っ

た
。
　
一
六
二
ご
年
か
ら
激
し
く
な
っ
た
Q
当
時
、
太
陽
と
月
を
信
仰

す
る
大
願
宗
の
信
仰
が
坑
夫
の
闇
に
拡
ま
り
、
治
安
を
棄
、
す
と
い
う

理
歯
で
処
刑
さ
れ
た
竜
の
が
あ
り
、
そ
の
闇
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
混
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
て
い
た
こ
と
が
、
直
接
の
動
機
の
一
と
な
っ
た
と
い
う
。
恐
ら
く

こ
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
藩
老
梅
津
憲
忠
か
ら
政
景
に
宛
て
た
書

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

歌
に
次
の
如
く
み
え
る
。

　
「
、
院
内
銀
山
其
外
金
銀
三
々
三
二
き
り
し
た
ん
共
御
座
偽
へ
共
、
甚
ハ
不

　
被
仰
遣
怖
間
、
先
其
分
二
等
罎
三
里
、
尤
少
く
儀
二
怖
ハ
ぐ
は
ら
ひ
可
申

　
　
協
へ
共
、
銀
山
∵
一
隅
数
多
右
u
ナ
｝
田
申
協
、
さ
怖
へ
一
院
内
山
冨
巴
A
’
程
ハ
悪

　
怖
而
入
も
す
く
な
く
御
座
偽
時
分
、
征
き
り
し
た
ん
の
も
の
共
は
ら
ひ
申

　
騰
は
穿
い
よ
く
山
も
す
た
り
可
申
怖
間
、
存
者
こ
ろ
び
身
様
へ
と
、
間

　
　
ニ
ハ
申
付
怖
、
其
上
江
戸
へ
申
上
怖
間
、
重
而
番
葉
遣
望
次
第
二
私
か
た

　
よ
り
可
申
協
と
内
々
迄
申
さ
せ
調
て
公
儀
重
し
ら
ヘ
ハ
不
申
協
、
血
書
不

得
御
意
協
て
ハ
由
締
之
様
二
可
思
召
砺
間
如
既
申
込
て
、
御
下
知
ハ
其
分

二
而
可
被
差
置
怖
哉
、
御
下
協
上
被
仰
付
三
盛
も
可
雪
国
、
是
又
被
伝
可

承
怖

　
銀
山
に
対
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
手
入
れ
は
、
こ
れ
を
こ
と
さ
ら
に

避
け
よ
う
と
し
た
態
度
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
山
幸
悪
き
折
に
、
彼
等

の
追
放
は
山
の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
る
と
い
う
事
情
か
ら
で
あ
る
。

寛
永
元
年
正
月
、
在
府
の
義
宣
に
宛
て
憲
忠
よ
り
隼
課
し
た
キ
リ
シ

タ
ン
の
目
録
を
注
進
し
、
義
宣
よ
り
は
厳
重
に
探
索
牢
舎
す
べ
き
直

書
を
、
政
景
よ
り
は
義
宣
の
意
を
伝
え
て
今
後
は
こ
ろ
ば
ん
と
申
す

も
の
も
こ
ろ
ば
さ
ず
牢
舎
す
べ
き
書
例
を
送
っ
た
。
二
月
憲
忠
よ
り

鉱
山
に
至
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
こ
と
を
報
告
し
、
翌
月
義
宣
よ
り
の
鉱

由
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
詮
索
の
こ
と
を
直
書
を
以
て
指
示
し
た
。
三
月

二
日
の
書
歌
に
「
秋
田
・
仙
北
金
銀
山
に
だ
い
う
す
し
う
し
の
者
膚

之
由
、
三
彩
纐
い
だ
さ
る
よ
し
、
尤
の
儀
に
協
、
重
て
影
野
よ
り
無

到
来
前
は
是
非
之
儀
不
調
出
山
て
、
先
々
だ
ま
り
居
可
申
協
」
と
い

い
、
同
月
十
日
の
書
状
に
金
銀
山
所
住
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
彼
等
が

他
国
者
故
に
、
成
敗
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
き
幕
府
へ
糺
し
た
が
、

上
意
と
し
て
は
何
方
の
も
の
た
り
と
竜
成
敗
せ
よ
と
あ
る
竜
、
島
田

治
兵
衛
の
内
意
と
し
て
秋
田
仙
北
金
銀
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
残
ら
ず
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銀鯉勲鋤向、鋤U町の構成（小葉田）

詮
索
の
上
、
久
保
田
へ
召
上
げ
牢
舎
し
人
数
注
申
す
べ
し
と
命
じ
た

伽
顔
｝
聴
融
製
硲
二
。
ま
た
次
塗
し
の
書
状
に

　
久
保
田
ム
盤
占
者
を
方
々
之
山
へ
可
遣
偽
、
又
院
内
な
と
ヘ
中
入
数
遣
偽
事

　
尤
候
、
叫
出
し
候
者
之
内
も
こ
ろ
ふ
へ
き
と
申
老
を
こ
ろ
は
せ
可
申
施
、
そ

　
れ
も
は
や
久
保
田
蓬
召
上
寿
以
後
な
と
、
こ
ろ
ふ
へ
き
と
申
も
の
ハ
は
や
不

　
入
事
、
山
二
お
み
て
細
之
時
分
こ
ろ
ふ
へ
き
と
申
も
の
を
ハ
こ
ろ
は
せ
申
へ

　
く
協
○
中
略
だ
い
う
す
の
も
の
と
も
山
二
二
協
得
卜
定
手
前
も
斑
膚
之
協
、

　
少
く
家
財
以
下
迄
瀧
能
く
調
櫨
二
さ
し
鷺
申
へ
く
協
、
其
道
具
ハ
定
公
儀
へ

　
あ
か
り
物
に
な
る
へ
く
寸
間
、
其
心
得
可
仕
協
、
又
他
国
之
者
道
具
恥
聞
其

　
園
丁
君
旧
事
も
可
在
之
協
間
、
能
…
≧
念
を
入
細
指
置
へ
く
偽

と
あ
り
、
追
書
に

　
返
す
く
此
細
二
三
蒲
仙
性
別
悪
な
る
へ
く
西
分
も
く
る
し
か
ら
す
臨
書
、

　
山
二
者
構
不
申
怖
而
、
な
る
理
念
を
入
網
仕
申
へ
く
怖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
い
っ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
坑
夫
だ
け
で

な
く
山
師
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
手
入
れ
を
控
え
て
い
た
払
出
に
対

し
て
も
、
巳
に
幕
府
の
禁
教
政
策
「
の
前
進
の
た
め
、
猶
予
は
許
さ
れ

な
く
な
っ
た
。
山
況
の
悪
化
を
促
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
顧

慮
す
る
余
地
も
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
政
景
日
記
の
六
月
三
日
の

条
に
、
　
「
き
り
し
た
ん
人
衆
三
十
ご
人
火
あ
ぶ
り
、
内
弐
十
壱
人
ハ

勇
十
壱
人
ハ
女
」
と
あ
る
。
バ
ジ
エ
ス
に
よ
る
と
、
　
一
・
六
二
四
年
の

七
旱
合
喋
謡
、
、
久
保
票
皇
了
、
香
れ
た
き
う
に

三
二
本
の
柱
が
建
て
ら
れ
た
と
あ
る
。
三
二
人
の
火
刑
者
の
外
に

「
久
保
田
か
ら
三
日
路
の
と
こ
ろ
に
位
す
る
銀
山
で
有
名
ぞ
あ
り
、

馨
し
い
労
働
者
を
集
め
て
い
た
仙
北
地
方
の
院
内
に
連
行
さ
れ
た
」

二
五
人
の
殉
教
者
が
あ
っ
た
。
計
六
七
人
の
殉
教
者
の
内
に
は
恐
ら

く
院
内
銀
山
の
内
か
ら
捕
え
ら
れ
た
も
の
が
多
数
あ
り
、
と
く
に
院

内
で
処
刑
を
行
っ
て
見
せ
し
め
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

①
　
鉱
慮
に
よ
っ
て
は
、
直
接
の
飯
米
だ
け
で
な
く
諸
雑
貨
・
野
菜
類
を
米

　
で
取
引
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
例
せ
ば
別
子
銅
山
で
は
宝
永
頃
稼
人
…

　
人
一
ケ
月
に
米
三
斗
五
、
六
升
一
四
斗
或
は
五
斗
を
配
給
し
て
い
る
。
鉱

　
山
に
よ
っ
て
、
巾
門
内
に
申
木
を
安
く
代
匹
給
し
坑
轟
大
等
の
禺
山
を
防
ぎ
盈
産
を

　
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
高
く
払
っ
て
専
売
の
利
運
を
計
る
二
種
が
あ

　
る
。
院
内
で
は
当
時
、
払
米
以
外
の
未
の
取
引
は
絶
体
禁
止
し
た
の
で
あ

　
る
。

②
　
名
の
知
れ
る
の
は
犯
科
入
で
あ
る
が
、
最
上
助
右
衛
門
、
堺
（
羽
後
）

　
太
郎
兵
衛
・
赤
宇
津
藤
兵
衛
等
数
人
で
あ
る
。
　
　
　
－

③
へ
い
と
ろ
、
慶
長
十
七
年
三
月
湯
沢
よ
刀
銀
煎
を
訪
ね
江
戸
へ
立
ち
、

　
四
月
に
は
江
戸
の
へ
い
と
ろ
は
じ
め
、
み
け
る
・
し
ゅ
あ
ん
・
あ
ん
な
ん

　
等
の
キ
リ
シ
タ
ン
及
び
抽
胴
父
よ
η
政
景
へ
便
書
が
席
胸
い
て
い
る
。

④
⑤
　
吉
田
小
五
郎
訳
　
バ
ジ
エ
ス
日
本
切
亥
丹
宗
門
史
　
中
巻
一
四
〇
・

　
一
七
五
頁
。

⑥
輿
崎
血
書
三
月
廿
二
日
梅
津
憲
忠
亡
状
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⑦
　
佐
竹
義
栄
氏
所
蔵
　
天
英
公
御
書
字
　
中
巻

澱
　
町

制

　
至
宝
要
録
に
「
山
中
に
何
事
屯
あ
れ
ば
、
其
町
の
肝
煎
に
言
闘
か

せ
、
一
人
に
て
し
づ
ま
ら
ぬ
事
は
、
惣
肝
煎
相
談
し
て
、
そ
れ
に
て

も
し
ず
ま
ら
ね
ば
、
出
先
に
相
談
、
其
上
相
済
ぬ
時
は
、
雷
ふ
事
の

有
る
町
の
肝
煎
と
山
先
と
山
奉
行
所
の
由
長
老
ま
で
披
露
す
る
な

り
」
と
あ
る
。
山
長
老
は
山
回
住
の
浪
人
等
よ
り
任
用
し
た
山
奉
行

の
補
佐
役
で
あ
る
。
山
先
は
鉱
山
関
係
の
事
件
だ
け
で
な
く
、
町
制

　
一
般
に
つ
き
山
奉
行
へ
意
見
を
述
べ
、
相
談
に
与
b
・
、
ま
た
町
方
を

代
表
し
て
陳
情
す
る
揚
合
も
あ
っ
た
。
肝
前
｛
は
毎
町
一
人
ま
た
は
二

入
・
て
、
　
一
桝
え
ば
購
賦
長
点
ド
七
年
頃
に
は
上
町
・
は
六
郷
孫
左
衛
開
口
、
　
・
叩
町

は
久
左
衛
門
、
下
町
は
津
兵
衛
及
び
最
上
三
郎
右
衛
門
、
京
町
は
六

太
夫
、
つ
ら
役
所
町
大
坂
四
郎
右
衛
門
、
傾
城
町
角
館
弥
介
等
が
あ

．
る
。
弥
介
は
傾
城
役
を
し
ば
し
ば
持
つ
た
傾
城
屋
、
最
上
三
郎
右
衛

門
は
元
和
七
年
入
役
を
せ
っ
た
商
人
、
六
太
夫
は
慶
長
十
八
年
春
の

餅
米
役
そ
の
他
の
面
持
太
田
六
太
夫
、
大
坂
四
郎
右
衛
門
も
役
持
商

人
案
進
藁
ね
る
量
っ
た
↓
螺
，
牽
。
六
饗
左
鶴
、
馨

瀧
兵
衛
は
山
師
で
、
久
左
衛
門
は
多
分
有
力
な
由
師
大
坂
久
左
衛
…
門

で
あ
ろ
う
。

　
町
方
の
定
め
と
し
て
、
元
和
三
年
七
月
杉
沢
金
山
一
一
郎
兵
衛
…
山
取

立
て
の
際
、
町
割
を
し
て
、
山
方
の
聞
歩
目
法
度
七
ケ
条
と
と
も
に

頒
つ
た
町
中
法
度
書
五
ケ
条
が
参
考
と
な
る
。

　
　
　
　
札

　
一
喧
嘩
・
口
論
仕
間
監
事

　
一
諸
勝
負
堅
停
売
上
事

　
一
山
師
・
町
人
入
籠
に
小
屋
不
可
懸
事

　
一
山
師
・
商
人
・
諸
細
工
・
大
工
・
ほ
り
こ
・
石
た
た
き
・
板
取
等
之
外
回

　
致
間
敷
事

　
一
盗
賊
人
於
膚
之
ハ
注
進
可
仕
、
た
と
へ
同
類
た
り
と
い
ふ
と
も
其
科
を
ゆ

　
　
る
し
ほ
う
び
可
出
事

　
　
　
元
和
三
年
七
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
戸
繊
解
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
尾
嘉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
津
慢
罵

　
後
世
、
山
法
と
い
わ
れ
る
も
の
は
山
稼
行
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

町
方
の
法
度
の
例
は
比
較
的
少
な
い
が
、
右
の
一
、
一
一
条
は
ど
こ
で

も
通
じ
て
見
ら
れ
る
。
第
三
条
に
つ
い
て
は
、
杉
沢
の
擬
し
い
町
割

で
は
寓
師
町
と
町
人
町
と
を
別
所
に
割
当
て
て
い
る
が
、
院
内
ぞ
は

已
に
そ
う
い
う
区
別
な
く
成
立
し
た
。
第
四
条
に
関
連
し
て
院
内
で
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銀生巌の動向、銀山町の櫛成（小葉田）

「
山
を
も
い
た
さ
ず
、
あ
き
な
い
屯
不
等
、
ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
居
泳

幕
鶴
橋
、
あ
と
あ
と
よ
り
法
選
算
え
て
い
る
ヤ
疏
ご
。

　
銀
山
町
ぞ
は
十
人
組
を
設
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
組
制
度

は
銀
山
町
の
性
格
か
ら
見
て
必
ず
し
も
適
当
だ
と
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
慶
長
十
九
年
山
奉
行
川
井
嘉
兵
衛
は
、
盗
人
が
多
い
の
で
山
師

町
人
に
十
人
組
を
組
織
さ
せ
た
。
十
月
に
越
後
小
二
郎
兵
衛
の
貸
家

に
住
ん
だ
者
が
皆
人
を
入
れ
た
て
と
発
覚
し
逐
電
し
た
の
ぞ
、
篇
目

月
山
奉
行
真
崎
長
右
衛
門
よ
り
小
ご
郎
兵
衛
は
じ
め
九
人
の
十
人
組

の
者
に
そ
の
捜
索
を
命
じ
、
不
能
の
と
き
は
曲
事
な
る
べ
き
を
申
付

け
た
。
政
景
は
十
人
組
制
は
不
適
当
と
し
「
壱
町
ノ
内
昌
昌
よ
き
悪

き
う
ち
ま
じ
り
居
協
、
少
之
身
上
論
者
、
悪
き
事
を
致
、
か
け
落
泳

漣
、
過
分
二
御
運
上
を
負
、
面
立
た
る
山
師
・
町
人
御
成
敗
之
儀
難

成
」
と
批
判
し
て
い
る
。
翌
十
二
月
に
は
盗
人
も
し
ず
ま
っ
た
と
い

う
理
由
で
、
町
六
よ
り
取
っ
た
十
人
組
の
請
書
を
返
し
、
こ
の
制
度

を
罷
め
た
。
　
岡
時
に
、
　
山
師
導
爆
・
町
の
年
寄
よ
り
、
　
痴
人
は
も

と
よ
砂
繊
判
取
ら
ず
山
を
欠
落
し
た
者
へ
貸
し
た
家
は
欠
所
に
す
る

指
示
に
対
す
る
請
書
を
提
響
せ
議
㍍
一
ま
＝
、
。
響
町

の
住
民
に
は
運
上
負
。
未
進
負
が
多
く
、
有
力
な
山
師
・
町
人
ほ
ど

そ
れ
が
甚
し
く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
、
連
座
制
は
経
済
政
策
上

好
ま
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
欠
落
人
の
家
が
貸
屋
た
る
と

き
家
主
の
損
害
と
な
る
が
、
こ
れ
は
連
体
的
意
味
を
持
た
せ
、
借
屋

人
に
対
す
る
責
任
を
負
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
銀
由
町
は
、
浪
人
・
僧
侶
・
神
官
・
商
人
・
職
人
・
農
民
等
の
諸

種
の
階
層
職
業
の
も
の
が
、
し
か
も
金
蔓
［
各
地
よ
り
集
ま
り
急
激
に

成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
要
な
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
山
師
と
労

務
者
と
の
従
属
関
係
竜
持
続
性
を
持
た
な
い
。
変
動
は
げ
し
い
鉱
業

生
産
の
条
件
の
上
に
、
浮
動
が
甚
し
か
っ
た
か
ら
、
一
般
の
農
村
や

町
に
見
る
よ
う
な
協
同
体
的
諸
関
係
が
十
分
に
強
く
成
長
す
る
余
地

が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
集
合
体
の
社
会
に
、

見
ら
れ
る
協
同
体
的
関
係
の
一
と
し
て
郷
土
を
等
し
く
す
る
地
縁
的

な
も
の
が
現
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
銀
山
町
に
は
掛
身
者
の

多
い
若
干
の
国
々
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
等
は
本
来
団
体

的
な
状
態
で
来
住
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
や
が
て

郷
土
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
郷
党
的
な
関
係
が
し
か
も
そ
れ
は
職
業

的
に
重
層
す
る
揚
合
が
多
い
が
、
生
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
元

和
六
年
九
月
、
画
雲
六
左
衛
門
が
丹
波
角
左
衛
…
門
か
ら
銀
一
〇
〇
匁

を
借
受
け
た
身
代
と
し
て
使
役
さ
れ
て
自
殺
を
計
っ
た
。
政
景
は
陰

雲
出
身
者
の
知
音
の
者
か
ら
借
銀
を
弁
済
せ
し
め
た
。
同
じ
頃
、
備
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前
茂
左
衛
門
の
死
後
、
そ
の
娚
の
甚
右
衛
門
が
跡
式
を
得
た
こ
と
は

コ
丁
ノ
お
と
な
、
同
国
人
、
近
所
国
者
迄
存
知
」
の
明
瞭
な
事
実

で
あ
る
に
拘
わ
ら
ず
、
下
司
の
同
国
の
与
一
一
一
右
衛
門
が
家
財
道
具
を

糞
つ
た
か
ど
で
牢
舎
さ
れ
た
。
同
国
入
が
日
常
親
近
の
交
際
関
係
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
慶
長
＋
七
年
に
広
島
二
郎
兵

衛
。
大
坂
角
太
夫
が
自
回
し
た
鉛
の
密
売
春
一
類
は
一
二
名
で
あ
っ

た
が
、
大
坂
新
三
郎
一
名
を
除
け
ば
、
他
は
悉
く
石
見
の
も
の
で
、

し
か
電
横
堀
・
馬
揚
・
横
手
等
に
在
住
の
も
の
も
参
加
し
て
い
た
け
璃

誉
。

　
・
職
業
上
に
、
お
中
の
制
が
行
わ
れ
山
師
が
お
申
を
以
て
普
請
等
を

行
う
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
ま
た
商
業
に
お
い
て
も
、
後
述
の
よ
う

に
購
に
よ
っ
て
同
種
の
商
業
に
従
う
こ
と
が
行
わ
れ
た
だ
け
に
、
協

閻
体
的
関
係
も
生
れ
た
で
あ
ろ
う
。

三
　
商
業
、
金
融

銀
山
旧
記
に
銀
山
の
町
名
を
十
分
一
口
か
ら
あ
げ
て

四
郎
兵
衛
沢
町
南
沢
町

山
神
町
　
　
　
荒
町

勘
四
郎
沢
町
　
　
酒
田
沢
町

炭
醗
沢
町
　
面
役
町

上
川
原
町
　
下
川
原
町

千
枚
口
町
石
垣
町

都
平
町
　
　
　
　
軒
先
町
　
　
　
　
上
京
町
　
　
下
京
町

昧
噛
匿
町
　
　
　
塩
墜
小
路
町
　
　
荒
川
小
路
　
四
百
枚
小
路

熊
谷
小
路
　
　
　
塩
谷
引
分
小
路
　
炭
灰
小
路
　
三
千
枚
小
路

野
囲
小
路

と
あ
る
が
、
以
上
は
下
町
だ
け
ぞ
な
く
出
小
墜
所
在
の
町
も
含
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
町
は
一
時
に
成
立
し
た
も
の
で
な
く
、
例
え
ば
採

鉱
の
中
心
が
元
和
以
後
に
野
田
や
南
沢
に
移
る
と
と
も
に
、
こ
の
方
」

面
の
町
が
発
達
し
た
。
炭
焼
沢
に
は
慶
長
十
四
、
五
年
頃
は
炭
焼
以

外
は
居
住
し
な
か
っ
た
が
、
元
和
六
年
頃
に
は
出
師
・
町
人
の
三
三

〇
余
屯
建
ち
、
ま
た
酒
田
沢
∵
塩
屋
平
・
干
枚
平
に
も
町
人
の
家
五

〇
聞
余
出
来
を
い
う
叱
ハ
槻
膨
二
八
．
。

　
政
景
籔
記
に
見
え
る
寛
永
以
前
の
町
名
に
、
上
（
河
原
）
町
・
申

町
・
下
（
河
原
）
町
・
本
町
・
三
役
町
（
三
四
口
）
・
京
町
・
傾
城

町
。
味
噛
屋
町
（
上
味
喰
屋
町
Y
千
枚
口
・
山
先
町
。
坂
q
・
い
さ
わ

町
等
が
あ
P
、
こ
れ
ら
は
大
体
商
業
の
中
心
で
あ
っ
た
。
慶
長
十
七

年
六
且
町
が
さ
び
れ
て
空
屋
敷
諸
所
に
嵩
来
る
の
で
、
町
々
の
売
物

の
種
類
を
定
め
、
十
六
日
以
後
は
脇
町
で
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
た

ケ
一
七
、
　
ふ
ハ
、
　
二
。

んハ

E
同
、
七
、
一
…
嵩

上
時
叢
麟
薦
・
琿
三
三
も
・
ゾ
ぎ
・
旅
・
翁
・
鉄
・
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銀生鷹の動向、SKik　Ptfの構戎（小葉ma）

中
町

下
町

役
出
口

京
町
下

　
上
町
・
中
町
・
下
町
は
河
原
町
を
い
う
よ
う
で
、

の
町
端
が
さ
び
れ
、

申
付
け
た
と
記
さ
れ
る
。

訴
え
て
、

衛
門
が
出
牢
し
青
物
店
を
上
町
へ
引
寄
せ
た
た
め
、

敷
が
出
来
た
か
ら
、

政
景
は
同
役
介
川
左
門
の
久
保
韻
よ
り
の
帰
来
を
待
ち
談
合
の
上
申

付
け
る
と
答
え
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
六
月
の
売
物
の
町
定
と

な
っ
た
の
で
あ
る
望
若
。
し
か
し
河
原
町
・
京
町
案
は
高

家
も
建
た
ず
、
ま
た
十
分
一
よ
り
入
山
す
る
者
が
厚
賀
の
た
め
売
り

に
く
い
と
訴
え
る
の
で
、
十
月
に
は
「
町
中
日
な
し
二
あ
と
あ
と
の

こ
と
く
い
つ
か
た
に
て
も
う
り
か
へ
候
へ
」
と
命
じ
た
。
銀
山
へ
入

る
商
品
は
十
分
一
役
所
で
十
分
一
の
税
を
課
せ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で

　
　
　
　
松
・
請
酒

離
臥
魚
．
9
鳥

丁
零
編
騒
遠
類
・
朱
ふ
ち
ん
・
遭

三
哲
噸
禁
ふ
羽
・
鍋
・
釜
お
ら
・
か
や

蕪
六
二
・
塩
・
請
酒
・
主
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
原
町
・
京
町

　
　
　
　
六
月
二
十
九
日
山
奉
行
三
入
談
合
し
て
店
売
を

　
　
　
　
　
　
こ
れ
よ
り
先
き
、
三
月
に
下
河
原
町
よ
り

従
来
青
物
類
を
売
っ
て
い
た
が
、
上
河
原
町
の
大
津
弥
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
び
れ
た
空
屋

　
　
　
　
松
・
む
し
ろ
な
り
と
も
販
売
し
た
い
と
述
べ
た
。

「
＋
分
♂
入
砕
者
」
と
い
う
の
は
、
＋
分
一
税
を
納
め
て
振
売
す

る
も
の
ぞ
あ
ろ
う
。
当
時
干
枚
口
は
頗
る
繁
昌
し
て
い
た
の
で
、

こ
こ
で
は
魚
・
鳥
・
精
進
も
の
・
塩
・
味
喰
の
販
売
は
禁
止
し
た

ケ
一
七
、
一
。

○
、
二
三

　
町
定
と
そ
の
解
除
と
い
う
こ
と
は
、
町
女
で
ど
ん
な
霊
感
で
も
自

由
な
状
態
で
販
売
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
実
際
を
示
す
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
下
河
原
町
は
既
往
か
ら
青
物
販
売
が
重
要
で
あ
っ
た
。
味

喰
は
慶
長
十
六
年
頃
に
は
味
守
屋
町
で
売
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
他
．

町
で
は
二
、
三
の
店
以
外
簸
わ
な
か
つ
鳶
・
長
、
。
京
町
は
佐

渡
相
川
の
京
町
ぞ
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
絹
布
・
木
綿
・
紙
・

茶
を
二
士
狐
し
た
こ
と
が
銀
山
旧
記
に
見
え
る
。
寛
永
四
年
に
山
師
か

ら
京
町
の
販
売
物
の
定
め
が
あ
る
た
め
迷
惑
す
る
と
訴
え
た
の
で
、

振
売
を
許
可
し
そ
の
た
め
京
町
に
影
・
位
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
　
一
、

渉
月
経
過
寛
墨
画
役
を
設
け
る
・
と
と
し
た
一
堂
。
か
よ

う
に
実
際
に
は
、
町
に
よ
り
扱
う
主
な
商
品
が
定
ま
っ
て
い
た
の
で
、

こ
れ
は
城
下
町
に
電
導
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
◎
絹
布
以
下
の
振
売

の
許
可
に
つ
い
て
、
政
景
は
「
中
川
窪
田
ニ
テ
も
そ
れ
ぞ
れ
ノ
町
定

h
峰
へ
共
、
ふ
縫
う
り
は
御
法
度
な
く
協
期
し
と
記
し
て
い
る
。
町

に
よ
る
販
売
晶
の
区
別
を
、
普
通
は
そ
の
ま
ま
認
め
る
の
が
当
時
の
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封
建
領
主
の
例
で
あ
っ
た
。

　
広
島
介
兵
衛
は
山
師
で
傾
城
町
に
居
屋
敷
を
持
ち
傾
城
歴
を
営
ん

だ
が
、
慶
長
ナ
六
年
頃
蓮
華
未
進
の
分
に
召
上
げ
ら
れ
、
翌
年
正
月

の
火
災
に
焼
け
た
。
湯
屋
の
六
右
衛
門
そ
の
空
屋
敷
を
申
講
け
た
い

こ
と
を
願
幽
た
が
、
傾
城
屋
は
同
町
に
余
入
（
三
二
業
）
あ
っ
て
は

迷
惑
な
と
と
を
訴
え
、
甚
兵
衛
…
の
子
方
九
郎
右
衛
門
へ
渡
し
た
。
九

郎
右
衛
門
は
、
も
と
よ
り
傾
城
屋
を
営
ん
だ
ぞ
あ
ろ
う
。
ま
た
同
時

に
、
他
町
で
居
を
借
診
傾
城
を
出
す
も
の
を
、
傾
城
町
へ
移
し
空
崖

敷
に
家
作
さ
せ
る
こ
と
を
申
請
し
た
の
で
、
政
景
も
同
意
し
て
い
る

陀
拳
。
し
か
し
や
が
て
銀
山
の
不
況
と
、
や
と
塗
等
の
娼
婦

増
加
と
の
た
め
傾
城
屋
は
離
散
す
る
郭
様
で
、
肝
煎
弥
介
か
ら
「
な

に
な
り
と
も
あ
き
な
ひ
も
の
な
と
被
仰
付
協
は
穿
」
退
虫
の
も
の
を

押
置
き
、
ま
た
「
い
か
よ
う
の
も
の
成
共
こ
し
お
き
」
町
を
ふ
さ
ぎ

た
い
と
陳
情
し
た
竺
焦
ハ
。

　
銀
山
に
は
藩
よ
り
特
許
さ
れ
た
天
秤
屋
が
あ
っ
た
。
銀
由
内
で
使

用
さ
れ
る
秤
は
、
れ
い
て
ん
ぐ
麗
天
秤
で
国
方
を
れ
い
て
ん
ぐ
目
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓉

い
ヶ
。
こ
れ
は
京
目
で
あ
る
。
し
か
し
運
上
諸
役
の
場
合
は
運
上
目

を
以
て
量
る
の
で
、
こ
れ
は
れ
い
て
ん
ぐ
鼠
の
二
割
増
で
あ
る
。
運

上
銀
ご
○
○
匁
と
い
え
ば
れ
い
て
ん
ぐ
目
ご
四
〇
匁
で
あ
る
。
商

　
　
　
　
　
　
　
も
し

入
・
炭
焼
等
ぼ
秤
を
備
え
て
い
た
が
、
歳
末
に
は
天
秤
屋
の
検
定
を

受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
検
定
は
久
保
圃
よ
り
派
遣
の
検
使
及
び
山
奉

行
の
組
下
の
も
の
立
会
の
上
で
天
秤
屋
が
極
印
を
打
つ
の
で
あ
る

陀
罫
5
C
西
、
。
慶
長
＋
七
年
蕎
馨
の
際
は
、
禁
町
中

に
四
一
一
丁
、
炭
竃
に
一
二
二
丁
あ
っ
た
。
毎
年
の
極
印
賃
が
天
秤
屋

に
対
す
る
扶
持
と
な
る
。
そ
し
て
天
秤
屋
は
山
奉
行
等
の
申
付
け
で

運
上
諸
役
墾
の
秤
暑
役
と
し
て
勤
め
た
ヅ
一
審
。
極
印
焦

れ
い
て
ん
ぐ
役
と
い
っ
た
が
、
元
郵
四
年
頃
は
秤
一
丁
に
つ
き
八
匁

で
あ
り
、
町
入
子
か
ら
分
国
な
み
の
役
に
す
る
こ
と
を
願
書
た
。
つ

奮
庭
内
の
役
は
豪
つ
た
の
で
あ
る
噛
一
知
。
事
象
況

の
た
め
岡
年
十
二
月
れ
い
て
ん
ぐ
役
を
免
除
し
、
分
国
並
に
秤
を
久

保
田
秤
屋
よ
り
購
入
せ
し
め
る
ζ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
従
来

は
銀
山
の
天
秤
屋
よ
り
秤
を
習
一
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
金
融
施
設
と
し
て
属
営
及
び
藩
営
の
質
歴
が
あ
っ
た
。
民
営
に
は

質
三
八
郎
兵
衛
の
名
が
見
え
る
。
慶
長
十
四
年
政
景
山
奉
行
の
と
き
、

脇
借
脇
貸
、
質
屋
の
外
は
堅
く
法
度
の
高
札
を
立
て
た
。
同
十
七
年

七
月
傾
城
が
横
堀
の
京
の
叉
兵
衛
か
ら
借
銀
し
た
こ
と
が
問
題
と
な

っ
た
。
先
年
の
高
札
が
前
年
の
火
事
に
焼
失
し
た
の
で
、
政
景
は

「
質
屋
外
恩
貸
脇
借
当
山
回
者
と
も
い
た
す
へ
か
ら
す
」
の
札
を
立
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て
た
。
こ
れ
は
院
内
・
小
野
・
横
堀
に
、
銀
山
の
者
脇
貸
す
る
こ
と

も
、
そ
れ
ら
の
村
よ
り
脇
借
す
る
こ
と
竜
禁
ず
る
意
味
を
含
ん
で
い

る
竺
碁
。
家
寒
築
公
の
箋
は
出
師
、
町
人
繍
に
多
く

見
え
る
。
脇
借
脇
貸
の
禁
止
は
、
質
麗
以
外
の
動
産
質
取
の
こ
と
で

あ
乃
う
。
藩
営
の
質
屋
は
、
有
力
な
山
師
・
町
人
の
内
か
ら
元
方
を

選
ん
だ
の
で
、
慶
華
七
輩
出
か
ら
奮
た
寸
・
三
、
㌦
。
元
和

二
年
に
至
り
藩
老
向
左
近
の
申
次
で
、
元
銀
三
四
貫
を
歯
骨
し
、
山

先
正
左
衛
門
及
び
湊
八
右
衛
門
が
5
3
質
や
の
元
方
と
な
っ
た
。
翌
年

三
月
借
銀
し
た
山
師
等
は
元
利
返
済
の
困
難
な
事
情
を
陳
べ
た
が
、

正
左
衝
…
門
は
お
質
や
請
丈
の
丈
…
冨
の
手
前
か
ら
屯
「
し
ち
取
上
け
う

り
本
子
共
森
陰
上
申
峰
事
構
成
闇
敷
」
と
は
山
奉
行
に
執
次
ぎ
難
い

と
し
た
。
し
か
し
結
局
由
奉
4
7
は
利
銀
を
と
り
元
銀
は
さ
し
お
く
こ

と
を
許
し
券
藷
。
元
和
八
含
も
、
検
分
の
た
め
三
三
た

政
景
へ
、
山
師
よ
り
お
質
屋
銀
の
督
促
厳
重
で
迷
惑
の
こ
と
を
訴
え
、

政
景
は
山
師
は
運
上
負
の
も
の
故
さ
し
置
き
、
そ
の
外
の
分
の
算
用

を
極
め
よ
と
正
左
衛
門
簿
樽
け
た
飲
、
み
。
元
和
二
年
以
来

同
八
年
ま
で
の
決
算
は
次
の
断
り
で
あ
っ
た
。

・
本
　
三
四
、
○
○
○
’
匁

利
　
　
轟
ハ
一
一
、
　
五
二
（
）
匁
一
一
瓢
九

鄭
剛
　
九
山
ハ
、
　
五
二
∩
）
匁
一
一
二
九

内
　
　
　
二
山
ハ
、
七
六
閥
匁
五

　
　
一
（
）
、
　
轟
ハ
（
）
九
匁
一
一

残
四
九
、
六
八
七
匁
四
三
九

　
内
　
二
八
、
七
照
九
匁
九
三
八

　
　
二
（
）
、
　
山
ん
コ
一
論
ハ
二
五
〇
一

帯
分

院
内
出
仕
貸
方

未
進
分

　
湊
八
右
衛
門
手
前

　
正
左
衛
門
手
前

　
正
左
衛
門
分
の
内
、
欠
所
道
具
を
売
却
し
一
、
一
三
九
な
六
五
は

済
み
、
不
足
九
、
六
一
六
匁
八
九
一
あ
り
、
元
禰
九
年
二
月
よ
り
身

柄
は
向
庄
九
郎
方
へ
預
け
ら
れ
た
が
、
　
「
院
内
銀
山
互
先
一
一
テ
年
久

罷
有
峰
聞
」
と
く
に
義
宣
の
命
令
で
妻
子
と
竜
宥
免
し
国
内
安
住
を

許
さ
れ
た
。
八
右
衛
門
は
死
亡
し
、
請
人
八
右
衛
門
は
牢
舎
さ
れ
た

カ
ニ
、
正
、
。

一
七

四
　
銀
山
と
院
内
・
小
野
・
横
堀

　
銀
山
町
の
成
立
、
w
て
の
盛
衰
が
、
．
周
縁
の
農
村
に
及
ぼ
す
影
響
は

顕
著
で
あ
る
。
経
済
的
に
は
鉱
山
業
労
働
力
の
…
僕
給
、
銀
山
に
入
る

物
資
の
運
送
、
野
菜
そ
の
他
食
料
補
給
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
煙
出
は

酉
は
由
利
領
、
南
は
最
上
領
に
境
し
、
銀
山
を
中
心
と
す
る
有
機
的

関
係
は
、
上
下
の
院
内
。
横
堀
・
小
野
方
面
に
強
く
現
わ
れ
る
。
銀

41　（389）



山
蘭
記
に
よ
れ
ば
、
銀
山
開
坑
と
と
も
に
慶
長
十
三
年
春
に
上
は
院

内
百
姓
の
家
ま
で
、
五
人
・
七
人
借
住
い
し
た
と
記
す
が
、
事
実
灰

吹
屋
の
如
き
鉱
山
業
者
の
外
に
、
銀
山
町
に
幽
入
す
る
他
国
者
の
商

人
職
人
が
、
右
の
区
域
を
超
え
て
赤
塚
・
寺
沢
・
寺
町
辺
り
ま
で
住

ん
だ
の
で
あ
る
。

　
慶
長
十
八
年
春
役
の
持
役
に
、
院
内
の
見
世
役
・
傾
城
役
・
酒

役
、
小
野
・
横
堀
の
傾
城
役
・
造
酒
役
、
院
内
・
小
野
・
横
堀
の
灰

吹
役
・
長
倉
か
ら
院
内
ま
で
の
直
せ
り
役
が
あ
る
。
佐
竹
氏
入
部
以

来
、
院
内
に
は
蓬
田
華
氏
が
お
り
郵
政
税
賦
に
当
っ
た
が
、
以
上
述
べ

、
た
諸
役
は
山
奉
行
の
支
配
に
属
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
役
は
銀
由
と
と

も
に
生
れ
た
も
の
で
、
銀
由
∵
内
の
同
種
の
役
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。

　
慶
長
十
七
年
三
月
、
院
内
で
見
世
上
中
下
と
も
こ
二
間
あ
り
、
上

　
一
間
に
つ
き
一
〇
匁
・
中
は
七
匁
・
下
は
五
匁
の
見
世
役
、
酒
屋
は

上
申
下
及
び
濁
酒
屋
と
も
二
九
間
あ
り
、
上
は
三
〇
匁
、
中
は
こ
五

匁
、
下
は
一
一
〇
匁
、
濁
酒
屋
は
一
〇
匁
と
定
め
た
。
役
持
の
せ
り
高

を
、
翌
十
八
年
春
役
（
下
段
）
に
比
較
す
る
と

酒
役
二
八
・
・
匁
袈
長
兵
衛
・
同
瀬
兵
衛
一
八
五
・
轟
雛

　
み
せ
役
　
　
七
〇
〇
匁
　
太
田
善
介
　
　
一
四
〇
〇
匁
太
田
善
介

と
な
る
。
院
内
の
酒
屋
か
ら
は
、
銀
山
は
米
・
薪
諸
事
高
値
で
あ
り
、

し
か
も
上
が
二
五
匁
な
る
故
銀
山
同
様
に
減
額
せ
ん
こ
と
を
願
禺
た
。

　
院
内
の
傾
城
役
に
つ
い
て
、
慶
長
十
七
年
十
月
、
銀
由
の
傾
城
屋

で
院
内
の
傾
城
役
の
役
持
ぞ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
角
館
弥
介
と
、
院

内
の
疎
髪
農
二
郎
兵
衛
盤
丁
霊
藻
畑
瀬
の
聞
に
出
入
が

起
き
た
。
弥
瓶
介
の
申
分
は
院
内
傾
城
役
は
上
に
つ
い
て
銀
出
の
申
の

分
二
五
匁
を
取
る
と
し
、
ご
郎
兵
衛
申
分
は
院
内
の
上
は
従
来
銀
子

の
下
に
当
り
一
五
匁
で
あ
る
と
し
た
。
郎
ち
前
年
羽
石
内
記
由
奉
行

の
と
き
院
内
の
上
を
銀
目
の
申
の
分
相
当
に
申
付
け
ら
れ
た
が
、
内

記
の
湯
治
膿
獲
霧
に
参
り
佗
離
し
て
下
の
分
に
訂
正
苫
れ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
章
で
述
べ
た
通
り
、
役
持
は
定
の
役
高
に

よ
り
徴
収
す
る
の
ぞ
あ
る
。
政
景
は
久
保
田
の
内
記
に
照
会
し
、
院

内
は
上
一
五
匁
、
中
＝
二
匁
、
下
一
〇
匁
と
裁
定
し
、
ま
た
横
堀
の

磯
簿
対
し
て
高
然
な
る
を
蓬
富
め
た
彫
工
¢
。
、
憂

国
、
一
一
、
。

二
七

　
院
内
等
は
勿
論
議
論
の
対
象
と
は
な
ら
ぬ
が
、
慶
長
十
七
年
頃
に

は
米
小
売
役
の
役
持
が
あ
る
か
ら
、
小
売
屋
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
月
に
米
小
売
役
持
は
米
小
売
が
全
く
な
く
、
そ
の
上
に
院
内
足
軽

衆
が
扶
持
米
を
売
り
た
い
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
を
山
奉
行
に
訴

え
た
。
山
奉
行
は
箭
田
野
氏
へ
通
告
し
て
、
足
軽
給
人
の
米
売
は
箭
田
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野
氏
の
切
手
を
以
て
米
小
売
屋
へ
渡
す
こ
と
を
求
め
、
ま
た
三
日
聞

に
互
り
上
下
院
内
・
長
倉
の
門
帳
を
調
製
し
、
家
を
上
。
中
ら
下
・
下
々

に
分
け
、
四
月
よ
り
六
月
ま
で
三
ケ
月
間
に
、
上
一
人
に
つ
き
三
斗
俵

四
俵
、
中
は
三
俵
、
下
は
二
相
、
下
友
は
一
寸
．
の
購
入
を
命
ず
る
こ

と
の
賛
否
の
意
見
を
求
め
た
。
こ
の
強
制
売
付
は
中
止
さ
れ
、
米
の

小
売
を
希
望
す
る
も
の
一
人
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
ぞ
七
月
に
な
る
と

院
内
の
百
姓
等
は
小
売
屋
を
強
制
酌
に
仲
介
し
な
い
手
続
を
願
い
、

そ
の
代
償
と
し
て
院
内
の
蔵
米
を
毎
年
一
ケ
月
に
つ
き
百
俵
宛
銀

山
へ
一
趣
樋
隠
す
る
購
刀
役
に
従
・
り
こ
と
を
・
甲
禺
で
、
そ
の
｝
許
可
を
倶
円
た

読
経
鷹
疇
繋
二
・
院
内
に
籍
当
の
産
廃
あ
勉

百
姓
が
直
接
に
消
費
者
に
売
却
す
る
こ
と
を
求
め
だ
の
ぞ
あ
る
。
し

か
し
小
売
屋
を
介
し
て
も
、
払
米
制
下
の
銀
出
内
よ
り
は
遙
か
に
米

価
は
安
い
。
至
宝
要
録
に
、
銀
山
よ
き
と
き
は
、
入
口
に
て
面
役
と

し
て
山
∵
甲
へ
入
る
毎
に
役
を
と
っ
た
と
あ
り
、
こ
れ
は
山
中
米
高
値

の
た
め
朝
夕
の
食
を
里
に
と
り
出
中
へ
通
う
も
の
あ
り
、
由
申
に
留

め
て
払
米
を
減
ぜ
し
め
な
い
た
め
ぞ
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
面
役

場
の
・
と
は
政
書
記
に
も
見
嘉
㍉
配
一
毒
九
．
、
そ
の
所
在

地
が
下
役
町
ぞ
あ
っ
た
。

　
院
内
・
小
野
・
横
堀
の
役
も
銀
山
［
内
の
も
の
が
持
つ
こ
と
多
か
っ

た
の
で
あ
る
が
、
元
和
三
年
頃
は
銀
山
不
況
の
た
め
、
山
の
者
に
し

て
持
つ
た
も
の
な
く
、
検
分
し
た
政
景
は
「
一
町
之
者
相
談
に
て
」

小
額
に
持
つ
た
こ
と
を
責
め
、
運
上
増
を
申
付
け
た
が
、
承
諾
せ
ず
、

誉
直
心
に
召
上
げ
た
護
、
二
、
。
続
讐
記
に
よ
る
と
、
院
内

等
の
見
世
役
は
寛
文
十
二
年
に
無
役
と
し
、
酒
役
は
延
宝
五
年
久
保

田
鷹
役
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
銀
山
衰
微
の
た
め
役
の
実
質

が
減
じ
た
こ
と
、
銀
山
と
の
関
係
を
渋
翻
し
な
く
な
っ
た
結
果
で
あ

る
。①

　
　
麟
民
安
四
年
卯
ユ
当
日
μ
骨
四
日
　
　
稲
旧
北
分
村
々
給
分
暫
爾
調
に
よ
る
と
、
　
ト
由
院

　
内
の
新
腸
分
五
五
石
四
八
三
、
下
院
内
の
新
色
分
七
四
石
四
六
一
で
、
六

　
　
ツ
成
で
給
分
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
元
丈
五
年
の
六
郡
歩
数
郷
高
覚
帳
で

　
は
、
上
院
内
六
九
二
石
匙
九
六
、
下
院
内
六
四
二
石
馬
七
五
で
あ
る
。

　
「
附
記
」
　
昭
和
一
一
三
年
一
一
月
、
翌
二
四
年
八
月
秋
田
市
佐
竹
義
栄
氏
邸

　
に
架
蔵
史
料
を
調
査
す
る
を
得
た
。
ま
た
秋
田
県
立
図
書
館
・
院
内
町
役

　
場
よ
り
記
録
の
閲
覧
に
、
実
地
の
踏
査
に
多
大
の
好
意
を
寄
せ
ら
れ
た
。

　
併
せ
て
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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　　　　　　　　The　Technique　of　Rice　Cultivation　in

　　　　　　Ch‘iang　Huai（江潅）at：しater　Han（後漢）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keiijiro　Yoneda

　　　It　hとしs　been　said　that　Huo〕Kさng　Shui　Nou（馬耕水笠）　was　a　uni一．

vers翫1　method　of　rice　cultivation　in　Ch‘iang　H膿i　and　Ch‘iang　Nan（江

南）a乞Han　through　．　the　Six　Dアuasties（六朝），　and　its　techni（1ue　was

primitive，　dependent　upon　the　direct　sowing，　and　the　manuttl　weeding，

using　the　same　field　only　every　othey　year．　On　this　concurrent　theory，

M二τ．B．　Nishiytuna（西山武一一）has（｝uite　recently　given　a　short　comment．

According　to　his　theory，　we　sbould　distlngnish　Huo　K6ng　Shui　Nou

from　tl｝e　cultivation　method　of　Ch‘iang　Hirai　described　in　Ch‘i　Min　Yao

Shii（三民要術）。　Nevertheless，　the魚t宅eτis　difEerent　from　the　former

on／y　in　that　wheeher　they　weeded　with　htmds　or　wi．th　tools．

　　　Having　some　doubt　in　these　theories，　the　author　discussed　as　the

fol！owing　by　referring　to　the　comment　on　Huo　1〈eng　Shui　Nou　of

Ying　Shao　（隅隅）　of　Later　Han．　That　is，　the　rice－cultivation－method

of　Later　Han　was　a　rather　developed　one，　using　the　same　field　contintt－

a！ly，　with　exce｝lent　devices　for　weeding．　This　nesv　method　might　have

been　originttted　at　Forrner　Han　（前漢）　and　no　doubt　that　it　became

prevalent　in　connectlon　with　the　ktrge　i）lantation　system　t）．dopt‘ed　by

the　lbcal　nobility．　’
　　　”lihe　teclinical　details　of　Huo　’K＆ng　S！iui　Nou　ave　not　clear　’as　yet，

but　at　any　rate　this　inethod　was　taken　to　be　out－of－date　or　that　of　the

froユltier　乙Lt　Chin　I）y】αasty　（暦朝）．

　　　　　　　　　　　　　　　The　Innai（院内）Silver　M：ines　iv

　　　　　　　　　　　　　　The　Oatput　of　Silver　in　the　lnnai　Silyer　）it［ines：

　　　　　　　　　　　　　　The　Structure　oi　the　Silver　Mine　Town

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p）y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Atsushi　Kobata　・

　　　Under　the　subject　of　“The　lm｝ai　Silver　rv．［ines，”　the　author　hr・Ls

alrcttdy　published　three　essays，　the　subtitles　of　which　are　“The　Owner－

ship　of　Silver　Mines”　（Shirin　XXXIV，　No．　4），　“The　Types　and

Sy．　stems　of　Silver　Mining”　（ditto，　1　XXVI，　No．　1）　and　“The　Output

of　Silver　in　the　lnn2ti　SIIver　Mines”　（ditto，　XXXVII，　Ni　o．　4）．　rlrhe

P・e麟ess・y・・漁・・i・蹴・dditi・戯・ecti…　t・the睡d　e・s寄・b・ve，

tmd　tin　independent　chapter，　“rS’he　Structure　of　’the　Silver　rVFine

TOWパ7
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　　　　As　the　public　owneysl｝ip　of　M，ipes　wa’s　‘a　Principle　of　tl！e　Edo，Go－

vernment，　part　of　’the　Prodncts　of　the　lmtai’　mines　was　presented　to　the

Governn｝ent．　’　Hgwevey，　the　whole　amount　of　this　cribute　（IJnjoshoyak

運上諸役）was　reptxid　later．　The　amouiit　of．．　the纏ibu七e　was　bein塞9沿

dually　reduced　for　the　thirty　years’following　the　opening　of　th’e　innai・

mines，　and．　then　sti｝1　faster．　Since　ear・ly　eighteenth　century，　the　annu－

al．．tribute　ca！ne　to　be　fixed　as．1，400　m．Qnme（．匁）．　　In　parallel　with

this，　the　systen　of　entevprises　wege　getting　refot．med　iLnd　many　of　’go－

vermental　mines　were　trusted　to　privt・“e　capitalists．　At　tlie　beginning

of　ltist　centuvy，　’the　tottLl　amount　of　output　even　exceeded　5，000　kg．

　　　　The　popu1誌tion　of　the　silver　lnil，le　towll（銀：由町）was　as　much　as

10，000　in　166Q：　lt　inight　have　beep　twtce　as　much　when　the　town　was

the　most　prosperous．　There　were　’vtMrious　groups　of　workers　and　tecl？ili－

cians，　coming　froin　all　over　J　apan，　especially　from　Edo，　Osaka，　Kyoto，

Ise，　Omi　etc．　After　the　battle　of　Sekigahara（関ケ原の役），　uneniployed

warriores　gathered　there，　wishing　to　be　an　explorer　or　a　law　othicial．

This　kind　of　town，　’ 翌?ｅｒｅ　people　of　all　sorts　of　professioirs　from　al｝

parts　of　the　country　suddenly　poured　in　and　moreover　dependent　on

tlle　unstable　econonrictil．　condition　of　ininlng　i）ndustry－had　certainly，

features　entirely　different　from　that　of　other　more　common　towns．

　　　　　　　T‘ai　tsu（太祖）of　Sung（宋＞and　Liquors

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toshiichi　Araki

　　　．T‘ai　tsu（太祖），　Cha・k‘ua且g　yin（趙匡胤），　emper・r・f　Suag（宋）

Dynasty，　was　born　il｝acert曲ユ130ar，s　year，　and，皿oreover，　was　verア

fat　and　httd　a　red　face．　His　subjects　’called　him　“Boar　”．　［’he　tradi－

tiontLl　portraits　of　the　emperor　certain｝y　legitimate　this　name．　He　loved

liquors　alユd　was　said　bアsoエ1■e　to　have　died　of　too　inuch　dτinking．　Oll

the　contrary，　T‘ai　tsun9，（太宗）his　younger　brother，　was　rather　sltinny

and　entirely　avoided　liquors．　13esides，　tliese　brothers　were　much　differ－

ent　in　cht・xracter，　and　often　niis；understood　or　even　hated　each　other．

If　we　press　tiiis　much　farther，　we　would　be．　likely　to　adinit　the　theory

of　Pr．1．　Miyazaki（宮崎¶市定）that　T‘ai　tsu　was　murdered　by　T‘乙しi

tsui　g．　1｛owevey，’if　we　close！y　exaiirine　his　health　condition　in　his　later

years，　it　is　not　impossible　to　agree　with　those　who　conclude　his　death

as　a　natural　・but　sudden　death　because　of　his　love　for　｝iqtwrs　as　men－

tioned　above．

　　　’AC　any　rate，　the　cause　of　T‘ai　tsu’s　death　is　not　tlie　main　subject

of　this　essay．　’S？Ve　have　discussed　the　clvar‘acter　of　［［’‘ai　tsu，　especially

from’．　the　viewpoint　of　his　love　for・liqttors，　in　various　ways　and

reqdest　the　criticisins　from　the　side　of　the　readers．
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